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II-4 本書について

本書について

本書では、本機を高度に使いこなすための調整・設定方法
について説明しています。

◆ 本機の基本的な操作方法については、『取扱説明書（Volume I 
基本操作編）』をご覧ください。

本書の見かた

設定値について
太字で表示されている設定値は、工場出荷時の値です。

例）

参照先の表記について
『取扱説明書（Volume I 基本操作編）』に記載されている項
目を示す場合は、次のように c で表記しています。
例 1）
チャンネルフェーダー（c 基本操作編：各部の名称）
例 2）
◆ 詳しくは、「エフェクトパターン一覧」（c 基本操作編）をご覧

ください。

知りたいことを探すときは
巻末の「索引」 （II-56 ページ）をご覧ください。
その項目が説明されている『Volume I 基本操作編』、

『Volume II 詳細設定編』のページ番号が記載されていま
す。

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V3 Format 信号フォーマット 108059、108050、 
720p59、720p50、
480i59、576i50、
Test1、Test2、Test3

V4 Aspect アスペクト比 16：9、4：3
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はじめに
本機では、映像効果やトランジション、音声を詳細に調整・設定することで、より高度
なスイッチングが行えます。また、3D 映像を切り換えたり、入力している映像の 1 画
面をメモリーに書き込んで入力素材として利用するフレームメモリー機能を使用できま
す。

システム構成例

例1）SDシステムの場合

講演者用コンピューター

講演者用マイク プロジェクター

VIDEO

DVI-D

司会者用マイク

DVI-I

SDI

VIDEO

SDI

PA など

マルチビューアー用モニター

ヘッドホン

PGM確認用モニター

SDI 入力を持つ
レコーダーなど

SDI 出力を持つカメラ

SDI 出力を持つ
レコーダーなど

CD/DVD
プレーヤー

SDI

USBメモリー
（CG素材）

PGM

SDI

MIC/LINE

MIC/LINE

LINE

VIDEO 出力を持つカメラ

DVI ⇔ HDMI
変換ケーブル
はじめに II-5
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 例 2）3Dシステムの場合

◆ 3D システムで運用するための設定について詳しくは、「第 6 章  3D システム」 （II-39 ページ）をご覧ください。

講演者用マイク

DVI-D

司会者用マイク

HD SDI 
(L)

HD SDI 
(PGM L、PGM R)

PA など

マルチビューアー用モニター

ヘッドホン

HD SDI 入力を持つ
レコーダーなど

右カメラ
CD/DVD
プレーヤー

HD SDI (L+R)

PGM

左カメラ

HD SDI 
(L)

右カメラ 左カメラ

HD SDI (R)

PGM確認用モニター

HD SDI (R)

MIC/LINE MIC/LINE

LINE

DVI ⇔ HDMI
変換ケーブル
はじめに
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概要

本機には、M/E（Mix/Effect）、Aux1、Aux2 の 3 つの映像合成用のブロックがあります。また、各ブロックのバスの間でト
ランジションを実行できます。

M/E ブロックでは、さまざまな映像効果を付けながら映像を切り換えたり、キーを使って映像を合成したりできます。
また、Aux ブロック上では、ワイプやキーなどの効果は付けられませんが、映像をミックスで切り換えることができます。

（AUX ミックス（II-9 ページ））

トランジションやエフェクト、キーの調整や設定は、以下
のメニューから行います。

ビデオ入力 ビデオ出力

プレビュー

プログラム

Aux1 プレビュー

Aux1 プログラム

Aux2 プレビュー

Aux2 プログラム

M/E
(Mix/Effect)

Aux1

Aux2

PGMバス

PST バス

キーフィルバス

キーソースバス

Aux1 PGMバス

Aux1 PSTバス

Aux2 PGMバス

Aux2 PSTバス

メニュー 内容 参照ページ

Misc トランジションの基本設定（トランジショ
ンレート、カラーバックグラウンド）を行
います。

II-8

Effect トランジションタイプの設定を行います。 II-8

ワイプの設定を行います。 II-10

DME ワイプの設定を行います。 II-12

Key キーの設定を行います。 II-19
II-7概要
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トランジションタイプの
設定

エフェクトトランジションを行う場合のトランジションタ
イプを設定します。
以下のトラジションタイプを選択できます。
Wipe：ワイプを使って、現在出力されている画像を新しい

画像に切り換えます。

NAM（ノンアディティブミックス）：現在の画像と新しい
画像の信号を比較し、輝度レベルが高い方の信号を優
先して出力します。
トランジションの前半では、現在の画像が 100％のま
ま、徐々に新しい画像が NAM されます。中間点では、
両方とも 100％のまま NAM されます。後半では、新
しい画像が 100％のまま、徐々に現在の画像が減少し
ながら NAM されます。

DME（デジタルマルチエフェクト）：DME のエフェクトを
使用して、現在出力されている画像をワイプのように
切り換えます（DME ワイプ）。

設定メニュー：［Effect］メニュー＞［Effect Transition］
（II-15 ページ）

トランジションの基本設定（［Misc] メニュー）

［Misc］メニューの各項目で、トランジションレートやカラーバックグラウンド（ColBg）の設定が行えます。
［Misc］メニューは、メニュー操作部の MISC ボタンを押すと表示されます。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲

Transition 
Rate（1/2）

AUTO TRANS ボタン、KEY TRANS ボタン、FTB ボタンでト
ランジションを実行したときの映像が切り換わる時間（トランジ
ションレート）をトランジションごとに設定します。

メモ
･ エフェクトトランジションのトランジションレートは、
［Effect］メニューの［Effect Transition］でも設定できます。
（II-15 ページ参照）

･ キーのトランジションレートは、［Key］メニューの［Key 
Transition］でも設定できます。（II-23 ページ参照）

V2 Effect エフェクトトランジ
ションのトランジショ
ンレート

1 ～ 999 フレーム
（30）

V3 Key キートランジションの
トランジションレート

1 ～ 999 フレーム
（30）

V4 FTB FTB のトランジショ
ンレート

1 ～ 999 フレーム
（30）

Transition 
Rate（2/2）

V3 Aux1 Aux1 のトランジショ
ンレート

1 ～ 999 フレーム
（30）

V4 Aux2 Aux2 のトランジショ
ンレート

1 ～ 999 フレーム
（30）

Color BKGD 本機内部でカラー信号を発生させ、単色の背景として使用できま
す。カラー信号は、クロスポイントボタン（PGM ボタン、PST/
KEY ボタン）に割り付けて使用します。

V2 Lum 輝度 0.00 ～ 100.00

V3 Sat 彩度 0.00 ～ 100.00

V4 Hue 色相 359.99 ～ 0.00

Port Enable 外部機器からの操作に使用する GPI ポートおよび RS-232C の有効
／無効を設定します。
◆ 外部機器の制御については、「第 7 章  外部機器の制御」 （II-41 ページ）

をご覧ください。

V3 GPI GPI ポートの有効／無
効

Enbl（有効）、
Disbl（無効）

V4 RS232C RS-232C ポートの有効
／無効（将来拡張用）

Enbl（有効）、
Disbl（無効）
トランジションタイプの設定 / トランジションの基本設定（［Misc] メニュー）
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AUXミックス

本機では、Aux ブロック上でも、映像をミックスで切り換えることができます（AUX ミックス）。
また、Aux ブロックは、M/E プログラム出力を入力信号として選択できるので、M/E ブロックで作成した映像を、Aux ブ
ロック上で他の映像とミックスで切り換えるなど、2M/E スイッチャーのような柔軟な映像合成が可能です。

Aux ブロックからの出力をメイン出力映像として使用することもできます。上図のように、Aux ブロックからの出力をメイン
出力している最中に、M/E ブロック上でエフェクトやキーを調整して、準備ができたらその映像に切り換えるような使いかた
ができます。

ここでは、メイン出力映像として Aux1 を使用するときの
手順を例にとって説明します。

事前の設定

1 メイン出力映像（プログラム出力映像）として、Aux1
プログラムを選択する。

設定メニュー：［Setup］メニュー＞［Video
（Output）］メニュー（II-51 ページ）

2 オンエアタリーの基準とする信号を Aux1 に設定する。

設定メニュー：［Setup］メニュー＞［GPI/Tally］メ
ニュー＞［On Air Source］（II-44 ページ）

ミックス操作

1 バスデリゲーションボタンの AUX 1 ボタンを押す。

2 PGM クロスポイントボタンで、PGM バスの入力素材を
選択する。

3 PST/KEY クロスポイントボタンで、M/E プログラム
出力を選択する。

4 フェーダーレバー、CUT ボタン、または AUTO 
TRANS ボタンを使用して、トランジションを実行す
る。

Aux1、Aux2 の設定は、スナップショットには記憶されま
せん。

メモ

Sports News

Sports News

AUX 出力

CAM1 プログラム映像

ミックス
トランジション

VTR（PinP）

ミックス
トランジション

CAM2

キー

M/E

M/E ブロックで作成した映像

CAM1

メモ
AUXミックス II-9
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ワイプの設定

ワイプとは、プログラム出力映像を、次に出力する映像で
ぬぐい去るように消していく効果を付けて次の映像に切り
換えるトランジションエフェクトです。
本機では、以下のような設定が行えます。
• ワイプのパターンや方向を選択する（II-10 ページ）
• ワイプパターンを詳細に設定する（II-11 ページ）
• ワイプパターンにエッジを付ける（II-12 ページ）

ここでは、ワイプの基本操作やワイプの効果について説明
します。
ワイプの設定は、［Effect］メニューから行います。

◆ メニュー項目の詳細については、「［Effect］メニューの詳細」 
（II-15 ページ）をご覧ください。

3D モード時は、［Effect］メニューは表示されません。

ワイプの基本操作

ワイプのパターンや方向を選択する
通常のワイプ方向（ノーマル）と逆の方向（リバース）に
ワイプを進行させることができます。また、トランジショ
ンが完了するたびにノーマルとリバースが切り換わるよう
に指定することもできます（ノーマル／リバース）。

ワイプパターンを選択する
ワイプパターンの選択には、次の 3 通りの方法があります。
• テンキーに割り付けられているパターンを選択する。（ダ

イレクト選択）
◆ 操作方法は、「テンキーで効果を選択する（ダイレクト選

択）」（c 基本操作編）をご覧ください。

• テンキーでパターン番号を設定する。
◆ 操作方法は、「パターン番号で効果を指定するには」（c 基本

操作編）をご覧ください。

• メニュー（［Effect］メニュー）からパターン番号を設定
する。

メニュー（［Effect］メニュー）からパター
ン番号を設定する
設定メニュー：［Wipe Adjust］（II-15 ページ）

◆ ワイプパターン番号については、「エフェクトパターン一覧」
（c 基本操作編）をご覧ください。

メモ

プログラム出力する映像を選択する。

↓

次に出力する映像を選択する。

↓

トランジションタイプ選択ボタンの EFF ボタンを押す。

↓

トランジションタイプを［Wipe］に設定する。

↓

ワイプのパターンや方向を選択する。

↓

必要に応じて、ワイプパターンを詳細に設定する。

↓

トランジションを実行する。

ノーマル リバース
ワイプの設定
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ワイプパターンを詳細に設定する
［Wipe Modify］メニューで、ワイプパターンの位置を設定
したり、さまざまな変形や修飾（モディファイヤー）を付
加することができます。

［Wipe Modify］メニューを表示するには
［Effect］メニューを表示し、V1 つまみで［Wipe Adjust］
を選択して、つまみを押す。

ワイプの位置を設定する
ワイプの位置は、［Wipe Modify］メニュー、またはメ
ニュー操作部の X-Y ポインターで設定できます。

設定メニュー：［Wipe Modify］メニュー＞［Positioner］
（II-16 ページ）、［Positioner Adjust］（II-16 ページ）

X-Y ポインターで設定するには
メニュー操作部の POS ボタンを押して点灯させ、X-Y ポイ
ンターを操作して位置を調整します。
F1 ボタンがオレンジ色に点灯しているときは、F1 ボタン
を押して緑に点灯させてください。

ワイプパターンの回転方法を設定する
ワイプパターンの回転方法は、以下の 3 通りから選択でき
ます。

アングル
パターンを一定の角度に傾けた状態でワイプさせます。

スピード
トランジション中、一定の速度でパターンを回転させます。

マグニチュード
1 回のトランジションで、設定した角度だけパターンを回
転させます。

設定メニュー：［Wipe Modify］メニュー＞［Rotation］
（II-16 ページ）、［Rotation Adjust］（II-17 ページ）

ワイプパターンの縦横比（アスペクト比）
を設定する
ワイプパターンの縦横比を自由に変えることができます。

設定メニュー：［Wipe Modify］メニュー＞［Aspect］
（II-17 ページ）

ワイプパターンを多重化する
同じパターンを水平、垂直、または両方向に最大 63 個まで
並べることができます。

ポジショナーOff ポジショナー On

アングルOff アングルOn

アスペクト調整Off アスペクト調整 On

マルチ機能Off マルチ機能On
ワイプの設定 II-11
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さらに、パターンの並べかたを以下の 4 通りから選択でき
ます。

1：すべてのパターンが同じ向き
2：偶数行が水平方向に移動
3：偶数列と偶数行が反転
4：偶数列と偶数行が反転し、かつ偶数行が水平方向に移動

設定メニュー：［Wipe Modify］メニュー＞［Multi］（II-17
ページ）、［Multi Adjust］（II-17 ページ）

ワイプパターンにエッジを付ける
パターンの周囲にボーダーをつけたり（ボーダー）、エッジ
をぼかしたり（ソフト）、付加したボーダーの縁をぼかした
り（ソフトボーダー）できます。
また、エッジの色を調整することもできます。

ボーダー：ボーダーの幅を調整できます。
ソフトエッジ：エッジのぼかし具合を調整できます。
ソフトボーダー：ボーダーの幅とボーダーの縁のぼかし具

合を調整できます。

設定メニュー：［Wipe Edge］（II-15 ページ）、［Wipe Edge 
Color］（II-15 ページ）

DMEワイプの設定

DME ワイプとは、DME（デジタルマルチエフェクト）を
使用して、現在出力されている画像をワイプのように切り
換える効果です。
本機では、以下のような設定が行えます。
• DME ワイプのパターンや方向を選択する（II-12 ページ）
• DME ワイプパターンを詳細に設定する（II-13 ページ）
• DME ワイプパターンにエッジを付ける（II-14 ページ）
• DME ワイプのバックグランドカラーを調整する（II-14

ページ）

ここでは、DME ワイプの基本操作や DME ワイプの効果に
ついて説明します。
DME ワイプの設定は、［Effect］メニューから行います。

◆ メニュー項目の詳細については、「［Effect］メニューの詳細」 
（II-15 ページ）をご覧ください。

DMEワイプの基本操作

DMEワイプのパターンや方向を選択
する
◆ DME ワイプのパターンや方向については、「ワイプのパターン

や方向を選択する」 （II-10 ページ）をご覧ください。

設定メニュー：［DME Wipe Adjust］（II-15 ページ）

1 2 3 4

ボーダー ソフトボーダーソフトエッジ

プログラム出力する映像を選択する。

↓

次に出力する映像を選択する。

↓

トランジションタイプ選択ボタンの EFF ボタンを押す。

↓

トランジションタイプを［DME］に設定する。

↓

DME ワイプのパターンや方向を選択する。

↓

必要に応じて、DME ワイプパターンを詳細に設定する。

↓

トランジションを実行する。
DMEワイプの設定
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DMEワイプパターンを詳細に設定す
る

［DME Wipe Modify］メニューで、DME ワイプパターンの
位置調整や、PinP 時の子画面のサイズ調整、画像の端を切
り取るクロップなどができます。

［DME Wipe Modify］メニューを表示するには
［Effect］メニューを表示し、V1 つまみで［DME Wipe 
Adjust］を選択して、つまみを押す。

DMEワイプの位置を設定する
DME ワイプの位置は、［DME Wipe Modify］メニュー、ま
たはメニュー操作部の X-Y ポインターで設定できます。

設定メニュー：［DME Wipe Modify］メニュー＞
［Positioner］（II-17 ページ）、［Positioner Adjust］
（II-17 ページ）

X-Y ポインターで設定するには
メニュー操作部の POS ボタンを押して点灯させ、X-Y ポイ
ンターを操作して位置を調整します。

フレームインアウトやPinP時の子画面のサ
イズを調整する
フレームインアウトや PinP の DME ワイプパターンを使用
する場合に、子画面のサイズを調整できます。

設定メニュー：［DME Wipe Modify］メニュー＞［Size］
（II-18 ページ）

画像の端を切り取る（クロップ）
画像の不要な部分を切り取ることができます。

次の場合、クロップは使用できません。
• モザイク、デフォーカスのエフェクトパターンを選択し

た場合
• ネクストトランジションに KEY を選択した場合

設定メニュー：［DME Wipe Modify］メニュー＞［Crop H］
（II-18 ページ）、［Crop V］（II-18 ページ）

トランジション実行時のクロップ動作は、以下のようにな
ります。

Cut：トランジション実行中はクロップはそのままで、
トランジションが終了した時点でクロップが解除
されます。

Last 5％：トランジションが 95％進行するまでクロッ
プはそのままで、残り 5％の間にクロップが解除さ
れていきます。

Linear：トランジション開始時からトランジションの
進行に従って、クロップが直線的に解除されてい
きます。

ご注意

0
100 (%)

y

t

(%)
100

Cut

0
100 (%)95

y

t

(%)
100

95

Last 5%

0
100 (%)

Linear

y

t

(%)
100

t：トランジションの実行時間
y：トランジションおよびクロップの変化量

トランジション
クロップ

トランジション
クロップ

トランジション
クロップ
DMEワイプの設定 II-13
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DMEワイプパターンにエッジを付け
る
DME ワイプでは、パターンの周囲にボーダーをつけたり

（ボーダー）、付加したボーダーの縁をぼかしたり（ソフト
ボーダー）できます。
また、エッジの色やバックグラウンドカラーを調整するこ
ともできます。

◆ エッジの付きかたについては、「ワイプパターンにエッジを付け
る」 （II-12 ページ）をご覧ください。

設定メニュー：［DME Wipe Edge］、［DME Wipe Edge 
Color］（II-16 ページ）

DMEワイプのバックグランドカラー
を調整する
DME ワイプのバックグランドカラーを調整できます。

設定メニュー：［DME Wipe Bkgd Color］（II-16 ページ）

• DME ワイプのバックグラウンドカラーは、DME ワイプ
パターンがフリップタンブルのときのみ使用できます。

• DME ワイプのバックグラウンドカラーは、ワイプパター
ンのエッジの色と共用されます。

メモ
DMEワイプの設定
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［
Effect］メニューの詳細

［Effect］メニュー
［Effect］メニューは、メニュー操作部の EFF ボタンを押すと表示されます。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Effect 
Transition

エフェクトトランジションを行う場合のトラン
ジションレートやトランジションタイプを設定
します。

V3 Rate AUTO TRANS ボ
タンで実行したとき
のトランジション
レート

1 ～ 999 フレーム（30） II-8

V4 Type トランジションタイ
プ

Wipe、NAM、DME

Wipe Adjust ワイプの方向やワイプパターンを設定します。
また、V1 つまみを押すと、［Wipe Modify］メ
ニュー（II-16 ページ）に移行します。

V1 Modify つまみを押すと、
［Wipe Modify］メ
ニューに移行

－ II-10

V3 Direct ワイプの方向 Norm（ノーマル）、
N/R（ノーマル／リ
バース）、Rev（リバー
ス）

II-10

V4 PtnNum ワイプパターン番号 1 ～ 24

Wipe Edge パターンの周囲にボーダーをつけたり（ボー
ダー）、エッジをぼかしたり（ソフト）、付加し
たボーダーをぼかしたり（ソフトボーダー）し
ます。

V2 Type ワイプエッジの種類 Off、Border（ボー
ダー）、Soft（ソフト
エッジ）、S-Brdr（ソフ
トボーダー）

II-12

V3 Width ボーダー幅の調整 0.00 ～ 100.00

V4 Soft エッジのぼかし具合 0.00 ～ 100.00

Wipe Edge 
Color

ワイプエッジの色を調整します。 V2 Lum 輝度 0.00 ～ 100.00 II-12

V3 Sat 彩度 0.00 ～ 100.00

V4 Hue 色相 359.99 ～ 0.00

DME Wipe 
Adjust

DME ワイプの方向やワイプパターンを設定しま
す。
また、V1 つまみを押すと、［DME Wipe 
Modify］メニュー（II-17 ページ）に移行します。

メモ
ネクストトランジションが KEY のときは、1101
～ 1102（Flip Tumble）、1251（PinP）、1701

（Mosaic）、1702（Defocus）は使用できません。

V1 Modify つまみを押すと、
［DME Wipe 
Modify］メニュー
に移行

－ II-12

V3 Direct DME ワイプの方向 Norm（ノーマル）、
N/R（ノーマル／リ
バース）、Rev（リバー
ス）

V4 PtnNum ワイプパターン番号 1001 ～ 1008（Slide）、
1021 ～ 1031

（Squeeze）、1041 ～
1044（Door）、1201 ～
1208 ／ 1221 ～ 1224

（Frame In/Out）、1101
～ 1102（Flip　
Tumble）、1251

（PinP）、1701
（Mosaic）、1702
（Defocus）
［Effect］メニューの詳細 II-15
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［Wipe Modify］メニュー
［Wipe Modify］メニューは、［Wipe Adjust］で V1 つまみを押すと表示されます。

DME Wipe 
Edge

DME パターンの周囲にボーダーをつけたり
（ボーダー）、付加したボーダーの縁をぼかした
り（ソフトボーダー）します。

V2 Type DME ワイプエッジ
の種類

Off、Border（ボー
ダー）、S-Brdr（ソフト
ボーダー）

II-14

V3 Width ボーダー幅の調整 0.00 ～ 100.00（2.00）

V4 Soft エッジのぼかし具合 0.00 ～ 100.00

DME Wipe 
Edge Color

DME ワイプエッジの色を調整します。 V2 Lum 輝度 0.00 ～ 100.00（14.63） II-14

V3 Sat 彩度 0.00 ～ 100.00（50.09）

V4 Hue 色相 359.99 ～ 0.00（349.83）

DME Wipe 
Bkgd Color

DME ワイプのバックグランドカラーを調整しま
す。

V2 Lum バックグランドカ
ラーの輝度

0.00 ～ 100.00 II-14

V3 Sat バックグランドカ
ラーの彩度

0.00 ～ 100.00

V4 Hue バックグランドカ
ラーの色相

359.99 ～ 0.00

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Positioner ワイプの位置を調整するためのポジショナーの
オン／オフを設定します。
また、V3 つまみで［On］を選択すると、トラン
ジションにともない、ポジショナーで移動した
場所から画面の中央にパターンが移動します。

メモ
ポジショナーの使用が可能なパターンは、以下
のとおりです。

17、18、21、22、23、24

V3 AutoCT 自動センター機能の
オン／オフ

Off、On II-11

V4 Pos ポジショナーのオン
／オフ

Off、On

Positioner 
Adjust

ワイプの位置を調整します。
設定値を「0.00」に戻したいときは、V4 つまみ
を押します。

V2 Pos H 水平方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）（－で左に移動、
＋で右に移動）

II-11

V3 Pos V 垂直方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）（－で下に移動、
＋で上に移動）

V4 Center 設定値を「0」に戻
す

－

Rotation ワイプパターンの回転方法を設定します。 V4 Rotate 回転の種類 Off、Angle（アング
ル）、Speed（スピー
ド）、Mag（マグニ
チュード）

II-11
［Effect］メニューの詳細
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［DME Wipe Modify］メニュー
［DME Wipe Modify］メニューは、［DME Wipe Adjust］で V1 つまみを押すと表示されます。

Rotation 
Adjust

［Rotation］で選択した回転の種類に応じて、パ
ラメーターを設定します。
･［Angle］を選択したとき：［Angle］を設定。
･［Speed］を選択したとき：［Speed］を設定。
･［Mag］を選択したとき：［Angle］と［Mag］

を設定。

設定値について
Angle：－ 100.00 で反時計回りに 1 回転した状

態、＋ 100.00 で時計回りに 1 回転した状態
です。0.00 は回転しない状態です。

Mag：－ 200.00 で反時計回りに 2 回転、
＋ 200.00 で時計回りに 2 回転します。0.00
では回転しません。

Speed：－ 100.00 で反時計回りに 1 回転／秒の
スピード、＋ 100.00 で時計回りに 1 回転／
秒のスピードです。0.00 は静止した状態で
す。

V2 Angle ･ パターンを傾け
る角度

（［Angle］）
･ トランジション

開始時のパター
ンの傾角

（［Mag］）

－ 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

II-11

V3 Mag トランジション中の
回転量

－ 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）

V4 Speed パターンの回転速度 － 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

Aspect ワイプパターンのアスペクト比（縦横比）を変
更します。アスペクト比は、マイナスの値に設
定するとパターンが垂直方向に引き伸ばされて
縦長になり、プラスの値に設定すると水平方向
に引き伸ばされて横長になります。

V3 Aspect アスペクト調整のオ
ン／オフ

Off、On II-11

V4 Ratio アスペクト比の調整 － 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

Multi ワイプパターンを多重化するためのマルチ機能
のオン／オフを設定します。

V4 Multi マルチ機能のオン／
オフ

Off、On II-11

Multi Adjust 同じパターンを水平、垂直、または両方向に最
大 63 個まで並べることができます。

V2 H Mult 水平方向に配置する
パターン数

1 ～ 63 II-11

V3 V Mult 垂直方向に配置する
パターン数

1 ～ 63

V4 InvTyp パターンの並べかた 1 ～ 4

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Positioner DME ワイプの位置を調整するためのポジショ
ナーのオン／オフを設定します。

メモ
ポジショナーの使用が可能なパーターンは、以
下のとおりです。

1031、1201 ～ 1208、1221 ～ 1224、1251

V4 Pos ポジショナーのオン
／オフ

Off、On II-13

Positioner 
Adjust

DME ワイプの位置を調整します。
設定値を「0.00」に戻したいときは、V4 つまみ
を押します。

V2 Pos H 水平方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）（－で左に移動、
＋で右に移動）

II-13

V3 Pos V 垂直方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）（－で下に移動、
＋で上に移動）

V4 Center 設定値を「0」に戻
す

－

［Effect］メニューの詳細 II-17
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次の場合、クロップは使用できません。
• 1701（Mosaic）、1702（Defocus）のエフェクトパターンを選択した場合
• ネクストトランジションに KEY を選択した場合

Size 1201 ～ 1208（Frame In/Out）、1221 ～ 1224
（Frame In/Out）、1251（PinP）の DME ワイプ
パターンを使用する場合に、子画面のサイズを
調整できます。

設定値について
Param：拡大／縮小の倍率をパーセントで設定

します。100.00 のときは、入力画像と同じ
サイズになります。

V3 Size サイズ調整のオン／
オフ

Off、On II-13

V4 Param 大きさの調整 0.00 ～ 200.00（100.00）

Crop H クロップのオン／オフや、画像の不要な部分を
切り取るときの左右の位置を設定します。

V2 Crop クロップのオン／オ
フ

Off、On II-13

V3 Left 画像の左の部分を切
り取る位置

－ 100.00 ～＋ 100.00

V4 Right 画像の右の部分を切
り取る位置

－ 100.00 ～＋ 100.00

Crop V トランジション実行時のクロップの動作や、画
像の不要な部分を切り取るときの上下の位置を
設定します。

V2 Trans トランジション実行
時の動作

Cut、Last5%、Linear II-13

V3 Top 画像の上の部分を切
り取る位置

－ 100.00 ～＋ 100.00

V4 Bottom 画像の下の部分を切
り取る位置

－ 100.00 ～＋ 100.00

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

メモ
［Effect］メニューの詳細
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キーの設定

キーとは、バックグラウンド画像をくり抜き、その部分に
画像や文字を挿入する機能です。バックグラウンドをくり
抜くための信号をキーソース、くり抜いた部分を埋めるた
めの信号をキーフィル、キーの処理を行うブロックをキー
ヤーといいます。

ここでは、キーを詳細に設定するときの方法について説明
します。

本機では、キーに対して以下のような設定が行えます。
• キーの基本操作（II-19 ページ）
• キートランジションの設定をする（II-20 ページ）
• キーワイプのパターンや方向を選択する（II-20 ページ）
• キーワイプパターンを詳細に設定する（II-20 ページ）
• キー DME ワイプの設定をする（II-20 ページ）
• キー DME ワイプパターンを詳細に設定する（II-20 ペー

ジ）
• キータイプを選択する（II-21 ページ）
• ルミナンスキーを詳細に設定する（II-21 ページ）
• リニアキーを詳細に設定する（II-21 ページ）
• クロマキーを詳細に設定する（II-21 ページ）
• キーフィルとキーソースの設定をする（II-21 ページ）
• キーにマスクを設定する（II-22 ページ）
• キーにエッジを付ける（II-22 ページ）
• キーの大きさや位置を調整する（II-22 ページ）

◆ ルミナンスキー、クロマキーの基本的な操作方法については、
「キーで映像を合成する」（c 基本操作編）をご覧ください。

キーやキートランジションの設定は、［Key］メニューで行
います。

◆［Key］メニューについては、「［Key］メニューの詳細」 （II-23
ページ）をご覧ください。

3D モードのときは、［Key］メニューは表示されません。

キーの基本操作
キーの基本操作は、以下の手順で行います。

キーの操作には、キートランジションをどこで行うかに
よって、以下の 2 通りの方法があります。
• エフェクトトランジション（ネクストトランジションで

KEY を選択）（II-19 ページ）
• キートランジション（II-20 ページ）

エフェクトトランジション

素材の選択

トランジションの設定 j

キーの設定 j

トランジションの実行 j

メモ

素材の選択

↓

トランジションの設定

↓

キーの設定

↓

トランジションの実行

バスデリゲーションボタンの KEY ボタンを押す。

↓

プログラム出力する映像を選択する。

↓

キーに使用する素材（プログラム出力映像の上にのせる画）を選
択する。

1)［Effect］メニューを使用します。

ネクストトランジションの KEY ボタンを押して、点灯させる。

↓

MIX ボタンまたは EFF ボタンを押す。

↓

エフェクトトランジションのトランジションタイプを設定する。1)

↓

必要に応じて、ワイプや DME ワイプのパターンや方向を選択す
る。1)

キータイプを選択する。

↓

必要に応じて、キーを詳細に設定する。

フェーダーレバー、CUT ボタン、または AUTO TRANS ボタン
を使用して、トランジションを実行する。
キーの設定 II-19
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キートランジション

素材の選択

トランジションの設定 j

キーの設定 j

トランジションの実行 j

キートランジションの設定をする
キートランジションを行うときのトランジションレートや
トランジションタイプを設定します。
以下のトラジションタイプを選択できます。
Cut：キーをカットで挿入（カットイン）または削除

（カットアウト）します。
Mix：キーを徐々に挿入（フェードイン）、または徐々に削

除（フェードアウト）します。
Wipe：ワイプを使ってバックグラウンドをくり抜き、キー

をはめ込みます。
DME（デジタルマルチエフェクト）：DME のエフェクトを

使用して、キーに DME ワイプと同様の効果をかけま
す（キー DME ワイプ）。

設定メニュー：［Key Transition］（II-23 ページ）

キーワイプのパターンや方向を選択す
る
キートランジションで選択しているワイプパターンでバッ
クグラウンドをくり抜き、キーをはめ込むことができます。

設定メニュー：［Key Wipe Modify］（II-24 ページ）

◆ ワイプの方向については、「ワイプのパターンや方向を選択す
る」 （II-10 ページ）をご覧ください。

◆ ワイプパターン番号については、「エフェクトパターン一覧」
（c 基本操作編）をご覧ください。

キーワイプパターンを詳細に設定する
［Key Wipe］で、ワイプパターンの位置を設定したり、さ
まざまな変形や修飾（モディファイヤー）を付加すること
ができます。

［Key Wipe］メニューを表示するには
［Key］メニューを表示し、V1 つまみで［Key Wipe］を選
択して、つまみを押す。

◆［Key Wipe Modify］メニューの設定項目は、［Effect］メニュー
の［Wipe Modify］と同じです。設定項目については、「ワイプ
パターンを詳細に設定する」 （II-11 ページ）の各節をご覧くだ
さい。

キーDMEワイプの設定をする
キーに DME ワイプと同様の設定が行えます。

設定メニュー：［Key DME Wipe］（II-24 ページ）

◆ ワイプの方向については、「ワイプのパターンや方向を選択す
る」 （II-10 ページ）をご覧ください。

◆ ワイプパターン番号については、「エフェクトパターン一覧」
（c 基本操作編）をご覧ください。

キーDMEワイプパターンを詳細に設
定する

［Key DME Wipe Modify］メニューで、キー DME ワイプ
パターンの位置を調整したり、フレームインアウトや PinP
時の子画面のサイズを調整できます。

［Key DME Wipe Modify］メニューを表示するには
［Key］メニューを表示し、V1 つまみで［Key DME Wipe］
を選択して、つまみを押す。

バスデリゲーションボタンの KEY ボタンを押す。

↓

プログラム出力する映像を選択する。

↓

キーに使用する素材（プログラム出力映像の上にのせる画）を選
択する。

1)［Key］メニューを使用します。

キートランジションのトランジションタイプを設定する。1)

↓

必要に応じて、ワイプや DME ワイプのパターンや方向を選択す
る。1)

キータイプを選択する。

↓

必要に応じて、キーを詳細に設定する。

KEY TRANS ボタンを使用して、トランジションを実行する。
キーの設定
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◆［Key DME Wipe Modify］メニューで設定できることは、DME
ワイプの［DME Wipe Modify］と同様です（クロップを除く）。

「DME ワイプパターンを詳細に設定する」 （II-13 ページ）の各
節をご覧ください。

キータイプを選択する
画像を切り抜くキーのタイプを選択します。
以下のキータイプを選択できます。
ルミナンスキー（Lum）／リニアキー（Lin）：画像にタイ

トルやロゴを入れるときに使います。
キーソースには、白黒の文字などの輝度信号を使用し
ます。

リニアキーは、ルミナンスキーに比べてゲインの可変
範囲が狭く、調整の精度が高くなります。

クロマキー（Chr）：人物と背景などを合成するときに使い
ます。
キーソースは、入力画像の特定の色を元に生成します。

設定メニュー：［Key Type Select］（II-23 ページ）

ルミナンスキーを詳細に設定する
背景の抜き具合やキーの濃度の調整など、ルミナンスキー
で合成させる映像を詳細に調整できます。

設定メニュー：［Lum Key Adjust（1/2）］（II-23 ページ）、
［Lum Key Adjust（2/2）］（II-23 ページ）、［Lum Key 
Mode］（II-23 ページ）

リニアキーを詳細に設定する
背景の抜き具合やキーの濃度の調整など、リニアキーで合
成させる映像を詳細に調整できます。

設定メニュー：［Lin Key Adjust（1/2）］（II-23 ページ）、
［Lin Key Adjust（2/2）］（II-23 ページ）、［Lin Key 
Mode］（II-24 ページ）

クロマキーを詳細に設定する
［Manual Chromakey］メニューで、クロマキーの自動調整
の結果を微調整したい場合などに、各設定値を手動で指定
できます。また、合成する映像の輪郭部（髪の毛など）に
背景色（通常は青）が映り込んでいる場合には、映り込ん
だ色をグレーなどの他の色に変えて、目立たないようにす
ることもできます。

◆ クロマキーの自動調整については、「クロマキーで映像を合成す
る」（c 基本操作編）をご覧ください。

［Manual Chromakey］メニューを表示するには
［Key］メニューを表示し、V1 つまみで［Chromakey 
Manual Adj］を選択して、つまみを押す。

◆［Manual Chromakey］メニューの詳細については、「［Manual 
Chromakey］メニュー」 （II-27 ページ）をご覧ください。

キーフィルとキーソースの設定をする
キーフィルに使用する信号とキーソースに使用する信号の
選択モードを選択します。

設定メニュー：［Key Fill/Src Select］（II-23 ページ）、［Key 
Fill Mat Adjust］（II-23 ページ）

キーソース選択モード
Self：キーソースにキーフィルバスの信号が選択されます。

キータイプでクロマキーを選択している場合は、［Self］
を選択してください。

Auto：キーソースに、キーフィルバスの信号とペアでクロ
スポイントボタンに割り付けられている信号が自動的
に選択されます。

Split：キーフィルバスの信号とキーソースバスの信号を個
別に選択できます。

◆ 選択方法については、「キーフィルとキーソースを個別に
選択する場合」（c 基本操作編）をご覧ください。

［Auto］選択時のキーフィルとキーソースのペアは、
以下のようになります。

1) ホワイトの映像をキーソースに使ってキーイングを行う
と、全画面キーフィルの映像になります。

キーフィル選択モード
Bus：クロスポイントボタンで選択した信号
Matte：本機内部のカラーマットジェネレーターで発生さ

せる信号（［Key Fill Mat Adjust］で色の調整が行えま
す）

メモ

キーフィル キーソース

フレームメモリー映像 フレームメモリーキー

ブラック映像 ホワイト映像1)

上記以外の信号 キーフィルと同じ信号
キーの設定 II-21
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キーにマスクを設定する
キーマスクとは、キー信号の一部分をマスクする機能です。

設定メニュー：［Key Mask］（II-24 ページ）

キーにエッジを付ける
キーのエッジにボーダーをつけたり（ボーダー）、エッジを
ぼかしたり（ソフト）できます。

キーにボーダーを付けると、キーフィル／キーソースの位
置が下がります。

キーエッジの修飾を設定する
ドロップモードのオン／オフや、修飾（モディファイヤー）
の種類を設定します。
• ドロップモードをオンにしたときは、ボーダーの有無に

かかわらず、キーの位置が下がります。キーボーダーの
オン／オフでキーの位置を動かしたくないときにオンに
します。

• 以下の修飾が選択できます。

ノーマル：キーの周囲にボーダーが付加されていない状
態です。

ボーダー：キーの周囲にボーダーを付け、幅とボーダー
の濃度を調整できます。

設定メニュー：［Key Edge Type］（II-25 ページ）、［Border 
Adjust］（II-25 ページ）、［Border Matte Adjust］（II-25
ページ）、［Key Soft Edge］（II-25 ページ）

キーの大きさや位置を調整する
［Resizer］メニューで、作成したキーの部分に、DME のよ
うに縮小／拡大、移動、アスペクト比の変更などの効果を
かけることができます（リサイザー機能）。

• キーにリサイザーの効果をかけると、画像は 1 フレーム遅
延します。

• DME ワイプ、キー DME ワイプ、リサイザーは、いずれ
か 1 つのみ使用できます。

リサイザー機能をオンにするには
［Key］メニューを表示し、V1 つまみで［Resizer］を選択
して、V4 つまみで［On］を選択する。（II-23 ページ参照）

［Resizer］メニューを表示するには
［Key］メニューを表示し、V1 つまみで［Resizer］を選択
して、つまみを押す。

◆［Resizer］メニューの詳細については、「［Resizer］メニュー」 
（II-25 ページ）をご覧ください。

ご注意

ノーマル ボーダー

World MarketV2008

World MarketV
マスク部分マスクの内側が 

キーとして
使われます。

 バックグラウンド

ご注意
キーの設定
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［
Key］メニューの詳細

［Key］メニュー
［Key］メニューは、メニュー操作部の KEY ボタンを押すと表示されます。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Key 
Transition

KEY TRANS ボタンでキートランジションを実
行したときのトランジションレートやトランジ
ションタイプを設定します。

V3 Rate トランジションレー
ト

1 ～ 999（30） II-20

V4 Type トランジションタイ
プ

Cut、Mix、Wipe、
DME

Key Type 
Select

画像を切り抜くキーのタイプを選択します。 V4 Type キータイプ Lum（ルミナンス
キー）、Lin（リニア
キー）、Chr（クロマ
キー）

II-21

Resizer 作成したキーの部分に、DME のように縮小、拡
大、移動、アスペクト比の変更などの効果をか
けるリサイザー機能を使用するかどうかを設定
します。
また、V1 つまみを押すと、［Resizer］メニュー

（II-25 ページ）に移行します。

V1 Select つまみを押すと、
［Resizer］メニュー
に移行

－ II-22

V4 Resize リサイザー機能のオ
ン／オフ

Off、On

Key Fill/Src 
Select

キーフィルに使用する信号とキーソースに使用
する信号の選択モードを選択します。

V3 Source キーソースの選択
モード

Self、Auto、Split II-21

V4 Fill キーフィルに使用す
る信号

Bus、Matte

Key Fill Mat 
Adjust

キーフィルマットの色を調整します。 V2 Lum カラーマットの輝度 0.00 ～ 100.00 II-21

V3 Sat カラーマットの彩度 0.00 ～ 100.00

V4 Hue カラーマットの色相 359.99 ～ 0.00

Lum Key 
Adjust (1/2)

ルミナンスキーの背景の抜き具合と輪郭の鋭さ
を調整します。

V3 Clip 背景の抜き具合（ク
リップ値）

＋ 109.59 ～－ 7.31
（0.00）

－

V4 Gain 輪郭の鋭さ（ゲイン
値）

－ 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

Lum Key 
Adjust (2/2)

ルミナンスキーの濃度を調整します。 V4 Dens キーの濃度 0 ～ 100.00 －

Lum Key 
Mode

ルミナンスキーのクリーンモードのオン／オフ
を設定します。クリーンモードをオンにすると、
キーフィルをキーソースでくり抜かれずにその
ままバックグラウンドに加算されます。

メモ
クリーンモードは、キャラクタジェネレーター
のようにキーフィルとキーソースがペアになっ
た信号を使用する場合に有効です。

V4 Clean クリーンモードのオ
ン／オフ

Off、On －

Lin Key 
Adjust (1/2)

リニアキーの背景の抜き具合と輪郭の鋭さを調
整します。

V3 Clip 背景の抜き具合（ク
リップ値）

＋ 109.59 ～－ 7.31
（0.00）

－

V4 Gain 輪郭の鋭さ（ゲイン
値）

－ 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

Lin Key 
Adjust (2/2)

リニアキーの濃度を調整します。 V4 Dens キーの濃度 0 ～ 100.00 －
［Key］メニューの詳細 II-23
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Lin Key 
Mode

リニアキーのクリーンモードのオン／オフを設
定します。クリーンモードをオンにすると、
キーフィルをキーソースでくり抜かれずにその
ままバックグラウンドに加算されます。

メモ
クリーンモードは、キャラクタジェネレーター
のようにキーフィルとキーソースがペアになっ
た信号を使用する場合に有効です。

V4 Clean クリーンモードのオ
ン／オフ

Off、On －

Chromakey 
Auto Adj

フォアグラウンド画像の一部分（たとえば背景
の青色）を指定し、それを基準にしてクロマ
キー画像が得られるように自動調整するための

［Auto Chromakey］メニュー（II-27 ページ）を
表示します。

V1 Auto つまみを押すと、
［Auto Chromakey］
メニューに移行

－ 基本操作編

Chromakey 
Manual Adj

クロマキーを詳細に設定するための［Manual 
Chromakey］メニュー（II-27 ページ）を表示し
ます。

V1 Manual つまみを押すと、
［Manual 
Chromakey］メ
ニューに移行

－ II-21

Key Invert キーソースの白と黒を反転させます。 V4 Invert キーソースの反転の
オン／オフ

Off、On －

Key Wipe キーワイプの方向やキーワイプパターンを設定
します。
また、V1 つまみを押すと、［Key Wipe Modify］
メニュー（II-28 ページ）に移行します。

V1 Modify つまみを押すと、
［Key Wipe Modify］
メニューに移行

－ II-20

V3 Direct キーワイプの方向 Norm（ノーマル）、N/
R（ノーマル／リバー
ス）、Rev（リバース）

II-20

V4 PtnNum キーワイプパターン
番号

1 ～ 24

Key Wipe 
Edge

キーワイプパターンのエッジをぼかします（ソ
フトエッジ）。

V3 Soft ソフトエッジのオン
／オフ

Off、On －

V4 Param エッジのぼかし具合 0.00 ～ 100.00

Key DME 
Wipe

キー DME ワイプの方向やキー DME ワイプパ
ターンを設定します。
また、V1 つまみを押すと、［Key DME Wipe 
Modify］メニュー（II-29 ページ）に移行します。

V1 Modify つまみを押すと、
［Key DME Wipe 
Modify］メニュー
に移行

－ II-20

V3 Direct キー DME ワイプの
方向

Norm（ノーマル）、
N/R（ノーマル／リ
バース）、Rev（リバー
ス）

V4 PtnNum キー DME ワイプパ
ターン番号

1001 ～ 1008（Slide）、
1021 ～ 1031

（Squeeze）、1041 ～
1044（Door）、1201 ～
1208、 1221 ～ 1224

（Frame In/Out）

Key Mask キー信号の一部分をマスクするキーマスク機能
を設定します。

V3 Mask マスク機能のオン／
オフ

Off、On II-22

V4 Invert マスクの反転のオン
／オフ

Off、On

Key Mask 
Box H

マスクボックスの左右の位置を指定します。 V3 Left 左辺の位置 － 100.00 ～＋ 100.00
（－ 50.00）

II-22

V4 Right 右辺の位置 － 100.00 ～＋ 100.00
（＋ 50.00）

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ
［Key］メニューの詳細
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［Resizer］メニュー
［Resizer］メニューは、［Resizer］（II-23 ページ）で V1 つまみを押すと表示されます。

Key Mask 
Box V

マスクボックスの上下の位置を指定します。 V3 Top 上辺の位置 － 100.00 ～＋ 100.00
（＋ 50.00）

II-22

V4 Bottom 下辺の位置 － 100.00 ～＋ 100.00
（－ 50.00）

Key Edge 
Type

ドロップモードのオン／オフや、キーエッジの
修飾（モディファイヤー）を設定します。

V3 Drop ドロップモードのオ
ン／オフ

Off、On II-22

V4 Type キーエッジの種類 Norm（ノーマル）、
Border（ボーダー）

Border 
Adjust

ボーダーの濃度や幅を調整します。 V3 Dens ボーダーの濃度 0.00 ～ 100.00 II-22

V4 Width ボーダーの幅 0.00 ～ 4.00

Border 
Matte Adjust

ボーダーマットの色を調整します。 V2 Lum ボーダーマットの輝
度

0.00 ～ 100.00 II-22

V3 Sat ボーダーマットの彩
度

0.00 ～ 100.00

V4 Hue ボーダーマットの色
相

359.99 ～ 0.00

Key Soft 
Edge

キーのエッジをぼかすことができます（ソフト
エッジ）。ソフトエッジをオンにし、エッジのぼ
かし具合を調整します。

V3 Soft ソフトエッジのオン
／オフ

Off、On II-22

V4 Param エッジのぼかし具合 0.00 ～ 100.00

Fine Key キー信号のエッジの位置を微調整するための
ファインキー機能のオン／オフを設定します。

V4 Fine ファインキー機能の
オン／オフ

Off、On －

Fine Key 
Adjust H

ファインキー機能がオンの場合に、キー信号の
エッジの左右の位置を微調整します。

V3 Left 左辺の位置 － 2.00 ～＋ 2.00
（0.00）

－

V4 Right 右辺の位置 － 2.00 ～＋ 2.00
（0.00）

Fine Key 
Adjust V

ファインキー機能がオンの場合に、キー信号の
エッジの上下の位置を微調整します。

V3 Top 上辺の位置 － 2.00 ～＋ 2.00
（0.00）

－

V4 Bottom 下辺の位置 － 2.00 ～＋ 2.00
（0.00）

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Rotation 
Mode

リサイザーを 2 次元で動かすか、3 次元で動かす
かを設定します。

メモ
ここでの設定によって、以降の［Location］、

［Aspect］、［Rotation］の調整範囲が異なりま
す。

V3 Axis 3 次元トランス
フォームの回転軸の
選択

X、Y －

V4 Enable 2 次元トランス
フォーム／ 3 次元ト
ランスフォームの切
り換え

Off（2 次元トランス
フォーム）、On（3 次
元トランスフォーム）
［Key］メニューの詳細 II-25
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Location キーを縮小／拡大、移動します。

メモ
･ 水平方向の設定範囲は、HD/SD 4:3、SD 16:9

で異なります。
･ 垂直方向の設定範囲は、HD/SD 4:3、SD 16:9、

3D で異なります。
･ F1 ボタンがオレンジに点灯しているとき、X-

Y ポインターでもキーを移動できます。

V2 Loc X 水平方向のキーの移
動

－ 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

－

V3 Loc Y 垂直方向のキーの移
動

･［Rotation Mode］が
［Off］のとき
－ 100.00 ～
＋ 100.00（0.00）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき－ 9.00
～＋ 9.00（0.00）

V4 Size キーの縮小／拡大 ･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 0.00 ～
100.00（1.00）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき 0.00 ～
1.00

Aspect キーのアスペクト比を変更します。 V2 Asp X 水平方向のサイズの
変更

･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 0.00 ～
100.00（1.00）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき 1.00 固
定（設定は無効）

－

V3 Asp Y 垂直方向のサイズの
変更

･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 0.00 ～
100.00（1.00）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき 1.00 固
定（設定は無効）

V4 Ratio アスペクト比を変更 ･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 0.00 ～
2.00（1.00）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき 1.00 固
定（設定は無効）

Rotation キー回転させたり、遠近感を調整します。 V2 Rot X X 軸方向の回転量 ･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 0.00 固
定（設定は無効）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき
－ 100.00 ～＋ 100.00

（0.00）

－

V3 Rot Y Y 軸方向の回転量 ･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 0.00 固
定（設定は無効）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき
－ 100.00 ～＋ 100.00

（0.00）

V4 Pers 遠近感 ･［Rotation Mode］が
［Off］のとき 1.00 固
定（設定は無効）

･［Rotation Mode］が
［On］のとき 0.00 ～
1.00

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ
［Key］メニューの詳細
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［Auto Chromakey］メニュー
［Auto Chromakey］メニューは、［Chromakey Auto Adj］（II-24 ページ）で V1 つまみを押すと表示されます。

［Manual Chromakey］メニュー
［Manual Chromakey］メニューは、［Chromakey Manual Adj］（II-24 ページ）で V1 つまみを押すと表示されます。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Sample Mark 切り抜く色（クロマキーの基準となる色）を指
定するためのサンプルマーク（白枠）を表示し
ます。

V4 Mark サンプルマーク表示
のオン／オフ

Off、On 基本操作編

Sample Mark 
Adjust

サンプルマークの大きさや位置を調整します。

メモ
サイズの設定により、水平方向と垂直方向の設
定値の範囲が変わります。

V2 Pos H 水平方向の位置 － 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

基本操作編

V3 Pos V 垂直方向の位置 － 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

V4 Size 大きさ 1.00 ～ 100.00（25.00）

Auto Adjust 
Execute

オートクロマキーを実行します。
V4 つまみを押すと、サンプルマークで指定した
色を基準にしてオートクロマキーが実行され、
合成画像が出力されます。

V4 Start つまみを押すと、
オートクロマキーが
実行されます。

－ 基本操作編

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Chr Key 
Adjust (1/2)

背景の抜き具合や輪郭の鋭さなどを調整します。 V2 Hue 抜きたい色の色相 359.99 ～ 0.00（0.00） －

V3 Clip 抜きたい色の彩度 0.00 ～ 100.00（50.00）

V4 Gain 輪郭の鋭さ（ゲイン
値）

0.00 ～ 100.00（0.00）

Chr Key 
Adjust (2/2)

クロマキーの濃度を調整します。 V4 Dens キーの濃度 0 ～ 100.00 －

Color Cancel 合成する映像の被写体の輪郭に映り込んだ背景
色（例えばブルーバック）を消すためのカラー
キャンセル機能のオン／オフを設定します。

V4 Cancel カラーキャンセル機
能のオン／オフ

Off、On －

Color Cancel 
Adjust

カラーキャンセルする色を調整します。 V2 Lum カラーキャンセルす
る色の輝度のオフ
セット

0.00 ～ 100.00 －

V3 Sat カラーキャンセルす
る色の彩度

0.00 ～ 100.00

V4 Hue カラーキャンセルす
る色の色相

359.99 ～ 0.00

Chr Key 
Window

抜きたい色の検出範囲を調整するためのウィン
ドウ機能のオン／オフを設定します。

メモ
ウィンドウ機能がオフのときは、デフォルト値
の範囲で画像調整が行われます。

V4 Window ウィンドウ機能のオ
ン／オフ

Off、On －

Chr Key 
Window Adj

ウィンドウの形状を調整します。 V3 Crop ウィンドウの頂点を
切り落とす位置ロッ
プ

100.00 ～ 0.00（75.00） －

V4 Angle ウインドウが開いた
角度

180.00 ～ 0.00（180.00）
［Key］メニューの詳細 II-27
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［Key Wipe Modify］メニュー
［Key Wipe Modify］メニューは、［Key Wipe］（II-24 ページ）で V1 つまみを押すと表示されます。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Positioner キーワイプの位置を調整するためのポジショ
ナーのオン／オフを設定します。
また、V3 つまみで［On］を選択すると、トラン
ジションにともない、ポジショナーで移動した
場所から画面の中央にパターンが移動します。

メモ
ポジショナーの使用が可能なパターンは、以下
のとおりです。

17、18、21、22、23、24

V3 AutoCT 自動センター機能の
オン／オフ

Off、On －

V4 Pos ポジショナーのオン
／オフ

Off、On

Positioner 
Adjust

キーワイプの位置を調整します。設定値を
「0.00」に戻したいときは、V4 つまみを押しま
す。

設定値について
Pos H：－で左に移動し、＋で右に移動します。
Pos V：－で下に移動し、＋で上に移動します。

V2 Pos H 水平方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）

－

V3 Pos V 垂直方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）

V4 Center 設定値を「0」に戻
す

－

Rotation キーワイプパターンの回転方法を設定します。 V4 Rotate 回転の種類 Off、Angle（アング
ル）、Speed（スピー
ド）、Mag（マグニ
チュード）

－

Rotation 
Adjust

［Rotation］で選択した回転の種類に応じて、パ
ラメーターを設定します。
･［Angle］を選択したとき：［Angle］を設定。
･［Speed］を選択したとき：［Speed］を設定。
･［Mag］を選択したとき：［Angle］と［Mag］

を設定。

設定値について
Angle：－ 100.00 で反時計回りに 1 回転した状

態、＋ 100.00 で時計回りに 1 回転した状態
です。0.00 は回転しない状態です。

Mag：－ 200.00 で反時計回りに 2 回転、
＋ 200.00 で時計回りに 2 回転します。0.00
では回転しません。

Speed：－ 100.00 で反時計回りに 1 回転／秒の
スピード、＋ 100.00 で時計回りに 1 回転／
秒のスピードです。0.00 は静止した状態で
す。

V2 Angle ･ パターンを傾け
る角度

（［Angle］）
･ トランジション

開始時のパター
ンの傾角

（［Mag］）

－ 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

II-11

V3 Mag トランジション中の
回転量

－ 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）

V4 Speed パターンの回転速度 － 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

Aspect キーワイプパターンのアスペクト比（縦横比）
を変更します。アスペクト比は、マイナスの値
に設定するとパターンが垂直方向に引き伸ばさ
れて縦長になり、プラスの値に設定すると水平
方向に引き伸ばされて横長になります。

V3 Aspect アスペクト調整のオ
ン／オフ

Off、On II-11

V4 Ratio アスペクト比の調整 － 100.00 ～＋ 100.00
（0.00）

Multi キーワイプパターンを多重化するためのマルチ
機能のオン／オフを設定します。

V4 Multi マルチ機能のオン／
オフ

Off、On II-11

Multi Adjust 同じパターンを水平、垂直、または両方向に最
大 63 個まで並べることができます。

V2 H Mult 水平方向に配置する
パターン数

1 ～ 63 II-11

V3 V Mult 垂直方向に配置する
パターン数

1 ～ 63

V4 InvTyp パターンの並べかた 1 ～ 4
［Key］メニューの詳細
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［Key DME Wipe Modify］メニュー
［Key DME Wipe Modify］メニューは、［Key DME Wipe］（II-24 ページ）で V1 つまみを押すと表示されます。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Positioner キー DME ワイプの位置を調整するためのポジ
ショナーのオン／オフを設定します。

メモ
ポジショナーの使用が可能なパターンは、以下
のとおりです。

1031、1201 ～ 1208、1221 ～ 1224

V4 Pos ポジショナーのオン
／オフ

Off、On －

Positioner 
Adjust

キー DME ワイプの位置を調整します。設定値
を「0.00」に戻したいときは、V4 つまみを押し
ます。

設定値について
Pos H：－で左に移動し、＋で右に移動します。
Pos V：－で下に移動し、＋で上に移動します。

V2 Pos H 水平方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）

－

V3 Pos V 垂直方向の位置調整 － 200.00 ～＋ 200.00
（0.00）

V4 Center 設定値を「0」に戻
す

－

Size 1201 ～ 1208（Frame In/Out）、1221 ～ 1224
（Frame In/Out）のキー DME ワイプパターンを
使用する場合に、子画面のサイズを調整します。

設定値について
Param：拡大／縮小の倍率をパーセントで設定

します。100.00 のときは、入力画像と同じ
サイズになります。

V3 Size サイズ調整のオン／
オフ

Off、On －

V4 Param 大きさの調整 0.00 ～ 200.00（100.00）
［Key］メニューの詳細 II-29
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第 章3

II-30

［

オーディオミキシング
概要

オーディオチャンネルごとに、音声入力を詳細に調整したり、音声を出力する端子や音声のレベルを設定できます。
音声の調整と設定は、各オーディオチャンネルの［Audio Channel］メニューから行います。

［Audio Channel］メニューを表示するには
調整したい音声が割り当てられているチャンネルフェーダーと同じ列の ACCESS/PFL ボタンを押します。

◆ 各チャンネルフェーダーへの入力信号の割り当てについては、「音声入力信号をチャンネルフェーダーに割り当てる」（c 基本操作編）をご
覧ください。

Audio Channel］メニューの詳細

ACCESS/PFL ボタン

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

Input Trim 音声入力信号レベルを調整します。本機に入力
されている音声信号を、割り当てられたチャン
ネルごとに調整できます。

V4 Level 入力レベルの調整 － 15 dB ～＋ 15 dB
（0 dB）

－

Filter 高音域、低音域をカットします。雑音を抑える
場合などに有効です。

V3 L Cut 低音域（100 Hz 以
下）をカット

Off、On －

V4 H Cut 高音域（8 kHz 以
上）をカット

Off、On
概要 / ［Audio Channel］メニューの詳細
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Equalizer 
High

イコライザー機能を使って、音声の高域の周波
数を設定することで、音質を調整します。

V2 EQ H 高域の音質調整のオ
ン／オフ

Off、On －

V3 Freq 高域の中心周波数
（kHz）

1.30 k ～ 17.40 k
（4.75 k）

V4 Level 高域のレベル － 15 dB ～＋ 15 dB
（0 dB）

Equalizer 
Mid

イコライザー機能を使って、音声の中域の周波
数を設定することで、音質を調整します。

V2 EQ M 中域の音質調整のオ
ン／オフ

Off、On －

V3 Freq 中域の中心周波数
（kHz）

260.0 k ～ 6.40 k
（1.28 k）

V4 Level 中域のレベル － 15 dB ～＋ 15 dB
（0 dB）

Equalizer 
Low

イコライザー機能を使って、音声の低域の周波
数を設定することで、音質を調整します。

V2 EQ L 低域の音質調整のオ
ン／オフ

Off、On －

V3 Freq 低域の中心周波数
（Hz）

31.0 ～ 420.0（114.1）

V4 Level 低域のレベル － 15 dB ～＋ 15 dB
（0 dB）

Limiter/
Compressor

レベル差の大きい音声を入力する場合に、リ
ミッターやコンプレッサーの設定をします。
･ リミッターは、レベル差の大きい音声信号の

ピーク成分を抑え、一定の音量（スレッショ
ルド）以上の音を圧縮してスレッショルドレ
ベルを超えないようにし、過大出力を防ぎま
す。

･ コンプレッサーは、スレッショルドレベル以
上の音声をなだらかにレベル圧縮し、レベル
差の大きい音声信号を平均化します。

V3 Type 音声を圧縮する方法
の選択

Off、Lim（リミッ
ター）、Comp（コンプ
レッサー）

－

V4 Thresh リミッターやコンプ
レッサーが効き始め
るレベル（スレッ
ショルド）

0 dB ～－ 60 dB
（－ 20 dB）

Pan 音声の左右バランスを調整します。 V4 Bal 左右のバランス調整 15L ～ 15R（0） －

PGM Assign 音声を PGM OUT 端子に出力します。

メモ
PGM OUT 端子から出力される音声の出力レベ
ルは、オーディオ操作部のプログラムフェー
ダーで調整します。

V4 PGM PGM OUT 端子へ
の出力のオン／オフ

Off、On －

MIX OUT 
Assign

音声を MIX OUT 端子に出力します。 V4 MIX MIX OUT 端子への
出力のオン／オフ

Off、On －

AUX1 OUT 
Assign

音声を AUX OUT 1 端子に出力します。

出力する音声の状態について
Pre：オーディオチャンネルフェーダーによるレ

ベルコントロール前の音を出力します。
Post：音声信号に、パン以外のすべての調整が

かかった状態で出力します。

V2 AUX1 AUX OUT 1 端子へ
の出力のオン／オフ

Off、On －

V3 Level 音声レベルの調整 －∞～＋ 10 dB（0 dB）

V4 Type 出力する音声の状態 Pre、Post

AUX2 OUT 
Assign

音声を AUX OUT 2 端子に出力します。

出力する音声の状態について
Pre：オーディオチャンネルフェーダーによるレ

ベルコントロール前の音を出力します。
Post：音声信号に、パン以外のすべての調整が

かかった状態で出力します。

V2 AUX2 AUX OUT 2 端子へ
の出力のオン／オフ

Off、On －

V3 Level 音声レベルの調整 －∞～＋ 10 dB（0 dB）

V4 Type 出力する音声の状態 Pre、Post

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ
［Audio Channel］メニューの詳細 II-31
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第 章4

II-32
入力画像のフリーズとフレームメモリー
概要

インプットフリーズとは、入力信号ごとに画像をフリーズ
させる機能です。
フレームメモリーとは、入力されている画像の 1 画面をフ
リーズして本機メモリーに書き込み、入力素材として利用
できるようにする機能です。
フレームメモリーに保存された画像は、クロスポイントボ
タン（PGM ボタン、PST/KEY ボタン）のビデオ入力信号

（FM）として利用できます。

• フレームメモリーの設定は、スナップショットに保存す
ることができます。

• 3D モードのときは、インプットフリーズ、フレームメモ
リーは使用できません（［Frame Memory］メニューは表
示されません）。

入力画像をフリーズさせ
る

1 メニュー操作部の FM ボタンを押して［Frame 
Memory］メニューを表示し、V1 つまみで［Input 
Freeze］を選択する。

2 V3 つまみで入力信号を選択→ V4 つまみで［On］を選
択→ フリーズしたいタイミングで V4 つまみを押す。

入力画像がフリーズされます。

再度フリーズしたいときは、いったん［Off］を選択し
て V4 つまみを押してから、再度［On］を選択してく
ださい。

メモ

メモ

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V3 Input 入力信号の選択 SDI1、SDI2、
SDI3、SDI4、
DVI、H/V1、
H/V2、H/V3

V4 Freeze フリーズのオン／
オフ

Off、On
概要 / 入力画像をフリーズさせる
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（

フレームメモリー映像
FM）として使用するフ
レームメモリーを選択す
る

［Frame Memory］メニューを表示し、V1 つまみで
［Select］を選択して、V4 でフレームメモリー映像として
使用する画像が保存されているフレームメモリーを選択す
る。
Frame Memory 1 は「FM1」、Frame Memory 2 は

「FM2」...、Frame Memory 12 は「FM12」と表示されま
す。

画像をフレームメモリー
に保存する

保存先のフレームメモリー（Frame Memory 1 ～ 12）を選
択した後、フレームメモリーへの入力信号を選択し、入力
画像をフリーズしてメモリーに書き込みます。

1 ［Frame Memory］メニューを表示し、V1 つまみで
［Frame Memory Freeze］を選択して、つまみを押す。

［Frame Memory Freeze］メニューが表示されます。

2 V1 つまみで画像を保存するフレームメモリー
（［Frame Memory 1］～［Frame Memory 12］）を選択
→ 各つまみでソース画像を選択→ V4 つまみで［On］
を選択し、V4 つまみを押す。

入力画像がメモリーに保存されます。

•［Store］パラメーターを［Off］にすると、フレーム
メモリーの入力映像が出力されます。

•［Src K］で［Black］を選択すると、キーソース画像
には、全面ホワイトの信号が割り付けられます。

3 トップメニュー選択ボタンの FM ボタンを押して、
［Frame Memory Freeze］メニューを終了する。

［Frame Memory Freeze］メニューの V1 つまみで選択し
たフレームメモリー（［Frame Memory 1］～［Frame 
Memory 12］）は、ビデオ入力信号の FM に自動的に割り
付けられ、［Frame Memory］メニューの［Select］の選択
状態に反映されます。

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V4 FM フレームメモリー映像
（FM）として使用する
フレームメモリーの選
択

FM1、FM2、
FM3、FM4、
FM5、FM6、
FM7、FM8、
FM9、FM10、
FM11、FM12

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V2 Src V ビデオのソース
画像の選択

Black、SDI1、SDI2、
SDI3、SDI4、DVI、
H/V1、H/V2、
H/V3、ColBg、
PGM、Aux1、
Aux2、

V3 Src K キーのソース画
像の選択

Black、SDI1、
SDI2、SDI3、SDI4、
DVI、H/V1、
H/V2、H/V3、
ColBg、PGM、
Aux1、Aux2

V4 Store 入力画像の保存 Off、On

メモ

ご注意
フレームメモリー映像（FM）として使用するフレームメモリーを選択する / 画像をフレームメモリーに保存する II-33
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II-34
画像のインポート／エク
スポート

USB メモリーを使って、画像をフレームメモリーとして本
機にインポートしたり、本機に保存されているフレームメ
モリーをエクスポートできます。

画像をインポートする
インポート可能なファイル形式
• TGA
• TIFF
• BMP

• ファイル名は、25 文字以内（拡張子を含む）の半角英数
字にしてください。26 文字以上の名前のファイルは表示
されません。また、ファイル名に半角英数字以外の文字
が含まれているファイルがある場合、エラーメッセージ
が表示されます。このとき、V3 つまみを押すと、ファイ
ル名が半角英数字のファイルのみ、リスト表示されます。

• 画像サイズが大きい場合は、はみ出た部分が切り取られ
ます。画像サイズが小さい場合は、ブラックで埋められ
ます。

• レイヤー情報を持つ TGA ファイル、TIFF ファイルのイ
ンポート動作は保証していません。

1 インポートしたい画像を USB メモリーの以下のフォル
ダーにコピーし、本機の USB 端子に挿入する。

フォルダー名：\Sony\MCS\FM

2 ［Frame Memory］メニューを表示し、V1 つまみで
［Import］を選択して、つまみを押す。

USB メモリーが読み込まれ、インポート可能なファイ
ルが表示されます。

3 V1つまみでインポートする先頭のファイルを選択→ 各
つまみでインポート先のフレームメモリーとファイル
数を指定→ V4 つまみを押してインポートを実行する。

V4 つまみを押すと、指定した数だけファイルがイン
ポートされます。

• アルファチャンネル付きのTGAファイル、TIFFファ
イルをインポートすると、キーソース付きのフレー
ムメモリーができます。

• TGA ファイルは、RLE 圧縮されたものをインポート
できます。

• 圧縮された TIFF ファイルはインポートできません。
• BMP ファイルやアルファチャンネルなしの TGA、

TIFF ファイルをインポートすると、キーソースが全
画面白のフレームメモリーができます。

• 指定したフレームメモリー番号にフレームメモリー
が登録されている場合は、インポートした画像で上
書きされます。

USBメモリー内のフレームメモリーを削除
するには

1 上記「画像をインポートする」の手順 1 ～ 2 を行い、
ファイルを表示させる。

2 V1 つまみで削除したいファイルを選択し、V1 つまみを
長押しする。

V1 の表示が［Remove］から［OK?］に変わります。

3 再度 V1 つまみを長押しする。

選んだファイルが削除されます。

削除をやめるときは、V1 つまみを回すか、トップメ
ニュー選択ボタンを押します。

ファイルの削除は 1 つずつ行ってください。複数のファイ
ルをまとめて削除することはできません。

ご注意

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V2 Dest インポートする
先頭のフレーム
メモリーを選択

FM1、FM2、FM3、
FM4、FM5、FM6、
FM7、FM8、FM9、
FM10、FM11、
FM12

V3 Num インポートする
ファイル数

1 ～ 12

メモ

メモ
画像のインポート／エクスポート
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フレームメモリーをエクスポートする
本機に保存されているフレームメモリーを USB メモリーに
エクスポートできます。

1 USB メモリーを本機の USB 端子に挿入する。

2 ［Frame Memory］メニューを表示し、V1 つまみで
［Export］を選択する。

3 各つまみでエクスポートするフレームメモリーを選択
し、V4 つまみを押してエクスポートを実行する。

V4 つまみを押すと、指定した数だけフレームメモリー
がエクスポートされます。

• エクスポートされるファイル形式は、BMP のみです。
アルファチャンネルを付けることはできません。

• エクスポートされるフォルダー名とファイル名は、
以下のようになります。
フォルダー名：\Sony\MCS\FM
ファイル名：YYMMDD-HHMMSS-##V.bmp

（# はフレームメモリーの番号（01 ～ 12））

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V2 Source エクスポートする
先頭のフレームメ
モリーを選択

FM1、FM2、FM3、
FM4、FM5、FM6、
FM7、FM8、FM9、
FM10、FM11、
FM12

V3 Num エクスポートする
フレームメモリー
数

1 ～ 12

メモ
画像のインポート／エクスポート II-35
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第 章5

II-36
ファイルのインポート／エクスポート
構成データのインポート
／エクスポート

本機の各種設定が保存されている構成データを USB メモ
リーにエクスポートしたり、保存されている構成データを
本機にインポートして復元できます。

構成データには、本機の各種設定が含まれます。以前の設
定に戻したいときなど、構成データをインポートすること
によって簡単に設定を行うことができます。設定を変更し
たときは、構成データを保存しておくことをおすすめしま
す。

構成データをエクスポートする

1 USB メモリーを本機の USB 端子に挿入する。

2 メニュー操作部の FILE ボタンを押して［File］メ
ニューを表示し、V1 つまみで［Export Config］を選
択→ V4 つまみを押してエクスポートを実行する。

エクスポートされるフォルダー名は、以下のようにな
ります。
フォルダー名：

\Sony\MCS\CONFIG\YYMMDD-HHMMSS

構成データには、以下の設定は保存されません。

フロントパネルのボタン
• ACCESS/PFL（1 ～ 6）
• DIM
• MONITOR SEL
• CH ON（1 ～ 6）
• バスデリゲーションボタン（BKGD、KEY、AUX 1、

AUX 2）
• トップメニュー選択ボタン
• テンキー（EFF、SNAPSHOT、DIRECT/ESC）

メニュー

その他
• フレームメモリー映像
• フォルダー内のファイル数が 99 を超えないようにしてく

ださい。フォルダー内に 100 個以上のファイルがあって
も、リスト表示されるのは 99 個までです。ファイルを削
除する場合は、削除したいファイルを選択して V1 つま
みを長押しします。

メモ

メモ

ご注意

メニュー グループ パラメーター

Frame Memory Input Freeze Input、Freeze

Select FM

Export Source、Num

Frame Memory ＞ Freeze すべて －

Frame Memory ＞ Import すべて －

Misc Port Enable GPI、RS232C

File すべて －

File ＞ Import Config すべて －

File ＞ Import Snapshot すべて －

Setup ＞ System Startup Mode すべて

Date すべて

Time すべて
構成データのインポート／エクスポート
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構成データをインポートする

1 復元したい構成データが保存されている USB メモリー
を本機の USB 端子に挿入する。

2 ［File］メニューを表示し、V1 つまみで［Import 
Config］を選択して、つまみを押す。

USB メモリーが読み込まれ、インポート可能な構成
データが表示されます。

3 V1 つまみを回してインポートする構成データを選択
し、V4 つまみを押してインポートを実行する。

インポートが完了すると、再起動を促すメッセージが
表示されます。

4 V3 つまみ（OK）を押した後、本機の電源を入れなお
す。

構成データをインポートすると、起動時のモード
（Startup Mode）は、自動的に「User」に変更されま
す。

◆ 起動時のモード（Startup Mode）については、「Startup 
Mode」 （II-46 ページ）をご覧ください。

スナップショットのイン
ポート／エクスポート

本機に保存されているスナップショットを USB メモリーに
エクスポートしたり、USB メモリーに保存されているス
ナップショットを本機にインポートできます。

3D モードを使用しているときは、スナップショットをイン
ポート／エクスポートできません。

スナップショットをエクスポートする

1 USB メモリーを本機の USB 端子に挿入する。

2 ［File］メニューを表示し、V1 つまみで［Export 
Snapshot］を選択→ 各つまみでエクスポートするファ
イルを指定→ V4 つまみを押してエクスポートを実行
する。

V4 つまみを押すと、指定した数だけスナップショット
がエクスポートされます。

エクスポートされるフォルダー名とファイル名は、以
下のようになります。
フォルダー名：\Sony\MCS\SNAPSHOT
ファイル名：YYMMDD-HHMMSS-##.SSS

（## はスナップショットの番号（01 ～ 20））

スナップショットをエクスポートするときは、フォル
ダー内のファイル数が 99 を超えないようにしてくださ
い。フォルダー内に 100 個以上のファイルがあっても、
リスト表示されるのは 99 個までです。ファイルを削除
する場合は、削除したいファイルを選択して V1 つま
みを長押しします。

メモ

メモ

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V2 Source エクスポートする先頭の
スナップショット番号

SS1 ～ SS20

V3 Num エクスポートする
スナップショットの数

1 ～ 20

メモ

ご注意
スナップショットのインポート／エクスポート II-37
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II-38
スナップショットをインポートする

1 インポートしたいスナップショットが保存されている
USB メモリーを本機の USB 端子に挿入する。

2 ［File］メニューを表示し、V1 つまみを回して［Import 
Snapshot］を選択し、つまみを押す。

USB メモリーが読み込まれ、インポート可能なスナッ
プショットが表示されます。

スナップショットのファイルは、作成日が新しいほど
後のほうに表示されます。

3 V1つまみでインポートするスナップショットを選択→ 
各つまみで登録するスナップショットを指定→ V4 つ
まみを押してインポートを実行する。

V4 つまみを押すと、指定した数だけスナップショット
がインポートされます。

指定したスナップショット番号にスナップショットが
登録されている場合は、インポートしたスナップ
ショットで上書きされます。

USBメモリー内のスナップショットを削除
するには

1 上記「スナップショットをインポートする」の手順 1 ～
2 を行い、スナップショットを表示させる。

2 V1 つまみで削除したいスナップショットを選択し、V1
つまみを長押しする。

V1 の表示が［Remove］から［OK?］に変わります。

3 再度 V1 つまみを長押しする。

選んだスナップショットが削除されます。

削除をやめるときは、V1 つまみを回すか、トップメ
ニュー選択ボタンを押します。

ファイルの削除は 1 つずつ行ってください。複数のファイ
ルをまとめて削除することはできません。

USBメモリーをフォー
マットする

1 USB メモリーを本機の USB 端子に挿入する。

2 ［File］メニューを表示し、V1 つまみで［USB Memory 
Format］を選択し、V4 つまみを押してフォーマット
を実行する。

フォーマットが実行されると、以下のようなフォル
ダーが構成されます。
フォルダー名： \Sony\MCS\CONFIG

\Sony\MCS\FM
\Sony\MCS\SNAPSHOT

メモ

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V2 Dest インポートする先頭の
スナップショット番号

SS1 ～ SS20

V3 Num インポートする
スナップショットの数

1 ～ 20

メモ

メモ

メモ
USB メモリーをフォーマットする
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概要

本機では、左目用（L）の映像と右目用（R）の映像をペア
にして入力することにより、3D 映像信号を作成できます。
本章では、3D システムで使用する場合の接続と、必要な設
定について説明します。

接続・設定の流れ
3D システムで使用する場合は、以下の流れで必要な接続と
設定を行います。

◆ 3D 映像信号を入出力する端子は固定されています。3D システ
ムを構成する場合は、「システム構成例」の「例 2）3D システ
ムの場合」 （II-6 ページ）をご覧ください。

3D モードでは MENU ボタンによるメニューの割り付け・
呼び出しはできません。

注意・制限事項
本機で 3D システムを構成する場合は、以下の制限があり
ます。
• 本機1台で3Dシステムを構成します。本機2台を連動させ

て使用することはできません。
• 3D システムで運用する場合の信号フォーマットは、HD
（1080i/59.94、1080i/50、720p/59.94、720p/50）のみとな
ります。信号フォーマットを HD から SD に変更すると、
3D モードが解除されます。

• HDMI 入力のエンベデッドオーディオは使用できません。

• 3D 映像入力に使用する端子と、ビデオ信号を割り付ける
クロスポイントボタンは、以下のように固定されます。

• 3D 映像出力信号を割り付ける端子は、以下のように固定
されます。

• 3D 映像入力機器と本機は、基準同期信号を使って、映像
のタイミングを合わせてください。

• TALLY/GPI 端子は、TALLY 専用になります。TALLY
は、IN1（SDI IN 1、IN 2）、IN2（SDI IN 3、IN 4）に固
定されます。

各機器を接続する（II-6 ページ）

↓

信号フォーマットと映像サイズを設定する（II-40 ページ）

↓

3D モードにする（II-40 ページ）

↓

3D 映像出力を確認する（II-40 ページ）

ご注意

ビデオ入力端子 入力信号 クロスポイント
ボタン

SDI IN 1 SDI 1（L） 1

SDI IN 2 SDI 1（R）

SDI IN 3 SDI 2（L） 2

SDI IN 4 SDI 2（R）

ビデオ出力端子 出力信号 備考

SDI OUT PGM PGM（L）

SDI OUT AUX 1 PGM（R）

SDI OUT AUX 2 PGM（L ＋ R） Side by Side

SDI OUT MULTI VIEWER Multi Viewer

DVI-D OUT AUX PGM（L ＋ R） Side by Side

DVI-D OUT MULTI VIEWER Multi Viewer
概要 II-39
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II-40
必要な設定を行う

［Setup］メニューで、3D システムで運用するための設定を
行います。

［Setup］メニューは、メニュー操作部の SETUP ボタンを
押すと表示されます。

信号フォーマットと映像サイズを設定
する

1 ［Setup］メニューを表示し、［System］メニュー＞
［System Format］を選択→ 各つまみで以下の項目を設
定する。

［Aspect］（映像のアスペクト比）は、16：9 固定にな
ります。

◆ 設定値については、「信号フォーマットとアスペクト比を
設定する」（c 基本操作編）をご覧ください。

2 V3 または V4 つまみを押す。

再起動を促すメッセージが表示されます。

3 V3 つまみ（OK）を押す。

3Dモードにする

1 ［Setup］メニューを表示し、［System］メニュー＞
［3D Mode］を選択→ V4 つまみで［On］を選択する。

2 V4 つまみを押す。

再起動を促すメッセージが表示されます。

3 V3 つまみ（OK）を押した後、本機の電源を入れなお
す。

• 3D モードにすると、バスデリゲーションボタンは BKGD
ボタンが点灯し、KEY、AUX 1、AUX 2 ボタンは選択で
きなくなります。

• ネクストトランジションは、BKGD 固定となります。
• トランジションタイプは MIX 固定となります。
• トランジション操作部の FTB、KEY TRANS ボタンは操

作できなくなります。
• テンキー操作部は使用できなくなります。
• メニュー操作部は、MISC、FILE、SETUP ボタンのみ使

用可能です。
メニューの制限事項は、以下のとおりです。

［Misc］メニュー

［Setup］メニュー

［File］メニュー

• 以下のデータは、［Setup］メニューの［Startup Define］
の操作では保存されず、起動時は常に工場出荷時の値に
なります。
－ PGM バスクロスポイント：1
－ PST バスクロスポイント：1
－ エフェクトトランジションレート：30

3D映像出力を確認する
3D 映像入力は、クロスポイントボタン（PGM ボタン、
PST/KEY ボタン）1、2 に割り付けられます。
クロスポイントボタン 1、2 を押して、3D 映像が出力され
ることを確認してください。

つまみ パラメーター 意味 設定値

V3 Format 信号フォー
マット

108059（1080i/59.94）、
108050（1080i/50）、
720p59（720p/59.94）、
720p50（720p/50）

V4 Aspect 映像のアスペ
クト比

16：9

メモ

つまみ パラメーター 意味 設定値

V4 3D 3D モードのオン／オフ Off、On

メモ

メニュー項目 制限事項

Transition Rate（1/2） ･［Effect］のトランジションレートのみ
有効

Transition Rate（2/2） ･ 設定無効

Color BKGD ･ 設定無効

Port Enable ･［GPI］が［Disbl］（無効）固定
･［RS232C］のみ選択可能

メニュー項目 制限事項

Video (XPT) ･ 第 2 階層への移動不可（クロスポイント
ボタンへの割り付けは固定）

Video (Output) ･ 第 2 階層への移動不可（ビデオ出力への
割り付けは固定）

Multi Viewer ･ 画面分割数のみ設定可能
･ 分割画面への映像の割り付けは固定

GPI/Tally ･ 第 2 階層への移動不可

メニュー項目 制限事項

Import Snapshot ･ 第 2 階層への移動不可

Export Snapshot ･ エクスポートの実行不可
必要な設定を行う
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外部機器からの操作を有
効／無効にする

外部機器からの操作に使用する GPI ポートを有効または無
効にします。

1 ［Misc］メニューを表示し、V1 つまみで［Port Enable］
を選択し、V3 つまみで設定する。

外部機器との接続

外部機器との接続に関するセットアップは、［Setup］メ
ニューの［GPI/Tally］で行います。

3D モードのときは、［GPI/Tally］は表示されません。

◆［GPI/Tally］メニューの設定項目については、「［GPI/Tally］
メニュー一覧」 （II-42 ページ）をご覧ください。

◆ TALLY/GPI 端子のピン配列については、「TALLY/GPI 端子」
（c 基本操作編）をご覧ください。

GPI 入力の設定をする
GPI 入力の接点の動作とトリガータイプを設定します。

設定メニュー：［Setup］メニュー＞［GPI/Tally］メニュー
＞［GPI Input 1］～［GPI Input 4］（II-42 ページ）

接点の動作は、以下の中から選択できます。
NotUse：何も動作しません
CT：Cut（カット）
AT：Auto Transition（オートトランジション）
KeyCT：Key Cut（キーカット）
KeyAT：Key Auto Transition（キーオートトランジショ

ン）
Aux1CT：Aux1 Cut（Aux1 カット）
Aux1AT：Aux1 Auto Transition（Aux1 オートトランジ

ション）
Aux2CT：Aux2 Cut（Aux2 カット）
Aux2AT：Aux2 Auto Transition（Aux2 オートトランジ

ション）
SS1～SS20：Snapshot Recall（1 ～ 20）（スナップ

ショットのリコール（1 ～ 20））

トリガータイプは、以下から選択できます。
NotUse：入力パルスを無視します。
Rise：入力パルスの立ち上がりエッジでトリガーをかけま

す。
Fall：入力パルスの立ち下がりエッジでトリガーをかけま

す。
Any：入力パルスの反転でトリガーをかけます。

GPI 出力／タリーの設定をする
GPI 出力またはタリーの設定を行います。

設定メニュー：［Setup］メニュー＞［GPI/Tally］メニュー
＞［GPI Output/Tally 1］～［GPI Output/Tally 8］

（II-43 ページ）

トリガータイプは、以下から選択できます。
NotUse：出力は、ハイレベル固定です。
Rise：トリガーによって、出力がローレベルになり、その

状態が一定時間（1 ～ 2 フレーム）だけ持続します。
Fall：トリガーによって、出力がハイレベルになり、その

状態が一定時間（1 ～ 2 フレーム）だけ持続します。
Any：トリガーが発生するたびに、出力レベルのハイ／

ローが交互に切り換わります。

つまみ パラメーター 意味 設定範囲

V3 GPI GPI ポートの有効／無
効

Enbl（有効）、
Disbl（無効）

メモ
外部機器からの操作を有効／無効にする / 外部機器との接続 II-41
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II-42

［

GPI 出力をタリーとして使用する場合の Tally 1 ～ 8 と入力
信号の関係は、以下のようになります。

GPI/Tally］メニュー一覧

［GPI/Tally］メニューは、［Setup］メニューを表示し、［GPI/Tally］を選択して V1 つまみを押すと表示されます。

Tally 入力信号

1 SDI 1

2 SDI 2

3 SDI 3

4 SDI 4

5 DVI-1

6 HDMI-1/VIDEO 1

7 HDMI-2/VIDEO 2

8 HDMI-3/VIDEO 3

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ

GPI Input 1 GPI 入力 1 の接点の動作とトリガータイプを設
定します。

V3 Action 接点の動作 NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT、
SS1 ～ SS20

II-41

V4 Edge トリガータイプ NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Input 2 GPI 入力 2 の接点の動作とトリガータイプを設
定します。

V3 Action 接点の動作 NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT、
SS1 ～ SS20

II-41

V4 Edge トリガータイプ NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Input 3 GPI 入力 3 の接点の動作とトリガータイプを設
定します。

V3 Action 接点の動作 NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT、
SS1 ～ SS20

II-41

V4 Edge トリガータイプ NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Input 4 GPI 入力 4 の接点の動作とトリガータイプを設
定します。

V3 Action 接点の動作 NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT、
SS1 ～ SS20

II-41

V4 Edge トリガータイプ NotUse、Rise、Fall、
Any
［GPI/Tally］メニュー一覧
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GPI Output/
Tally 1

GPI 出力 1 またはタリー 1 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Output/
Tally 2

GPI 出力 2 またはタリー 2 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Output/
Tally 3

GPI 出力 3 またはタリー 3 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Output/
Tally 4

GPI 出力 4 またはタリー 4 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Output/
Tally 5

GPI 出力 5 またはタリー 5 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ
［GPI/Tally］メニュー一覧 II-43
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II-44
GPI Output/
Tally 6

GPI 出力 6 またはタリー 6 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Output/
Tally 7

GPI 出力 7 またはタリー 7 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

GPI Output/
Tally 8

GPI 出力 8 またはタリー 8 の設定を行います。 V2 Use タリーとして使用す
るか、GPI 出力とし
て使用するかを選択

Tally（タリー）、
GPIOut（GPI 出力）

II-41

V3 Action GPI 出力として使用
する場合の接点の動
作

NotUse、CT、AT、
KeyCT、KeyAT、
Aux1CT、Aux1AT、
Aux2CT、Aux2AT

V4 Edge GPI 出力として使用
する場合のトリガー
タイプ

NotUse、Rise、Fall、
Any

On Air 
Source

オンエアータリーの基準とする信号を設定しま
す。

設定値について
PGM：PGM から出力されている入力信号に対

して、タリーが出力されます。
Aux1：AUX1 から出力されている入力信号に

対して、タリーが出力されます。
Aux2：AUX2 から出力されている入力信号に

対して、タリーが出力されます。

V4 Source オンエアータリーの
基準とする信号

PGM、Aux1、Aux2 －

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 参照ページ
［GPI/Tally］メニュー一覧
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概要

システム全体のセットアップは、［Setup］メニューで行い
ます。

［Setup］メニューには、以下のメニュー項目があります。

［Setup］メニューを表示するには
メニュー操作部の SETUP ボタンを押して表示します。

メニュー項目を選択するには
［Setup］メニューを表示し、V1 つまみを回してメニュー項
目を選択します。

システムのセットアップ
（System）

［Setup］メニュー＞ ［System］メニューの各項目で、シス
テムに関する設定を行います。

本機で使用できる入力リファレンス信号
本機では、入力リファレンス信号として、以下の信号を使
用できます。

メニュー項目 内容 参照ページ

Startup Define 現在のセットアップデータを保存し
ます。

基本操作編

System システムに関する設定を行います。 II-45

Audio オーディオに関するセットアップを
行います。

II-47

Video（Input） ビデオ入力に関するセットアップを
行います。

II-49

Video（XPT） ビデオ入力信号をクロスポイントボ
タンに割り当てます。

II-50

Video（Output） ビデオ出力に関するセットアップを
行います。

II-51

Video（Misc） ビデオに関するそのほかのセット
アップを行います。

II-52

Multi Viewer マルチビューアーのセットアップを
行います。

基本操作編

GPI/Tally GPI やタリーに関するセットアップ
を行います。

II-41

Information 本機の各種情報を表示します。 II-52

Install アプリケーションソフトウェアや
ファームウェアのインストールを行
います。

II-52

信号
フォーマット

入力リファレンス信号

HD Tri Sync SD Black Burst

HD システム 1080i/59.94 59.94 59.94

1080i/50 50 50

720p/59.94 59.94 59.94

720p/50 50 50

SD システム 480i/59.94 － 59.94

576i/50 － 50
概要 / システムのセットアップ（System） II-45
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II-46
［System］メニューの詳細

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲 確定操作
（押す）

System 
Format

本機を動作させるフォーマットとアスペクト比
を設定します。

（c 基本操作編：「信号フォーマットとアスペク
ト比を設定する」参照）

メモ
V3 または V4 つまみを押すと、再起動を促す
メッセージが表示されます。V3 つまみ（OK）
を押した後、本機の電源を入れなおしてくださ
い。

V3 Format 信号フォーマット 108059、108050、
720p59、720p50、
480i59、576i50、
Test1、Test2、Test3

要

V4 Aspect アスペクト比 16：9、4：3 要

3D Mode 3D システムで使用する場合に、3D モードをオ
ンにします。

（「3D モードにする」 （II-40 ページ）参照）

V4 3D 3D モードのオン／
オフ

Off、On 要

System 
Reference

入力リファレンス信号を選択します。
BB（Black Burst）：ブラックバースト信号
Tri（Tri Sync）：HD システム用 3 値シンク
INT（Internal）：本機の内部基準信号（「本機で

使用できる入力リファレンス信号」 （II-45
ページ）参照）

メモ
V4 つまみを押すと、再起動を促すメッセージが
表示されます。V3 つまみ（OK）を押した後、
本機の電源を入れなおしてください。

V4 Ref 入力リファレンス信
号

BB、Tri、INT 要

REF OUT 
Phase

出力ビデオを基準とした出力リファレンス信号
位相を選択します。

設定値について
－1：出力ビデオに対して 1 ラインアドバンス

します。
0：出力ビデオと同位相になります。

メモ
V4 つまみを押すと、再起動を促すメッセージが
表示されます。V3 つまみ（OK）を押した後、
本機の電源を入れなおしてください。

V4 Phase 出力リファレンス信
号位相

－ 1、0 要

Startup 
Mode

本機の起動時に使用されるセットアップの状態
（スタートアップモード）を選択します。
Fact（Factory）：工場出荷時の状態で起動しま

す。
User：［Setup］メニュー＞ ［Startup Define］

で保存したセットアップデータを使用して
起動します。

（c 基本操作編：「設定の保存と選択」参照）

V4 Def スタートアップモー
ド

Fact、User 要

Date 本機の内部時計の日付を設定します。
（c 基本操作編：「日付と時刻を設定する」参照）

V2 Year 年（西暦） 2000 ～ 2099 要

V3 Month 月 1 ～ 12 要

V4 Day 日 1 ～ 31 要

Time 本機の内部時計の時刻を設定します。
（c 基本操作編：「日付と時刻を設定する」参照）

V3 Hour 時 0 ～ 23 要

V4 Min 分 0 ～ 59 要

LCD 
Backlight

メニューディスプレイのバックライトの明るさ
を調整します。

V4 Bright LCD バックライト
の明るさ

Min（最小）、1、2、3、
4、5、6、Max（最大）

不要

Language 画面に表示される言語を英語・中国語（簡体字）
から選択します。

V4 Lang 言語 Eng、Chi 要
システムのセットアップ（System）
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オーディオのセットアップ（Audio）

［Setup］メニュー＞ ［Audio］メニューの各項目で、音声信号入力をチャンネルフェーダーに割り当てたり、音声信号に関す
る設定などを行います。

SDI 出力のエンベデッドオーディオと音声信号の組み合わせ
出力可能な組み合わせは、以下のとおりです。

PGM と MIX は、ペアで扱われます。
• L、R の一方を PGM/MIX を割り付けた場合は、自動的にもう一方も同じになります。例えば、L を「PGM-L」にすると、R

も「PGM-R」になります。
• その後、一方を PGM/MIX 以外に変更すると、自動的にもう一方は「None」になります。

［Audio］メニューの詳細

エンべデッドオーディオ 出力可能な組み合わせ

SDI 1 ～ 4（L） PGM-L MIX-L AUX1 AUX2 AUX1 AUX2 AUX1 AUX2 なし なし

SDI 1 ～ 4（R） PGM-R MIX-R AUX1 AUX2 AUX2 AUX1 なし なし AUX1 AUX2

メモ

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲

Audio Input 
Assign 1

：
Audio Input 
Assign 6

AV Link 機能を設定します。オーディオ入力端子から入力さ
れる音声信号をチャンネルフェーダー 1 ～ 6 に割り当てます。

（c 基本操作編：音声入力信号をチャンネルフェーダーに割り
当てる）

メモ
HD モードのときは、SDI 1 ～ 4 と HDMI 1 ～ 3 は、ペアで扱
われます。
･ L、R の一方をエンベデッドオーディオを割り当てた場合

は、自動的にもう一方も同じになります。例えば、L を
「SDI1L」にすると、R も「SDI1R」になります。

･ その後、一方を L8 などのエンベデッドオーディオ以外に
変更すると、自動的にもう一方は「NotUse」になります。

V2 AVLink AV Link のオン／
オフ

Off、On

V3 Left L の音声信号 NotUse、M/L1、M/L2、
M/L3、M/L4、M/L5、
M/L6、L7、L8、
SDI1L、SDI2L、SDI3L、
SDI4L、HDMI1L、
HDMI2L、HDMI3L

V4 Right R の音声信号 NotUse、M/L1、M/L2、
M/L3、M/L4、M/L5、
M/L6、L7、L8、
SDI1R、SDI2R、SDI3R、
SDI4R、HDMI1R、
HDMI2R、HDMI3R

MIC/LINE 1 
Level

：
MIC/LINE 6 
Level

チャンネルフェーダーごとにマイク／ラインレベルを調整し
ます。ピーク表示が赤く点灯していたり、音声信号が入力さ
れているにもかかわらず、インプットシグナル表示が点灯し
ないときなどに調整してください。

（c 基本操作編：音声入力信号をチャンネルフェーダーに割り
当てる）

V4 Level 入力レベル － 44 dB、－ 20 dB、
＋ 4 dB

SDI OUT 
PGM Assign

SDI OUT の PGM 端子から出力されるエンベデッドオーディ
オに、PGM OUT/MIX OUT/AUX OUT 1/AUX OUT 2 端子
から出力される音声信号を割り付けます。

◆ 出力可能な組合せについては、II-47 ページをご覧ください。

V3 Left 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-L、
MIX-L

V4 Right 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-R、
MIX-R
オーディオのセットアップ（Audio） II-47
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II-48
SDI OUT 
AUX1 
Assign

SDI OUT の AUX 1 端子から出力されるエンベデッドオー
ディオに、PGM OUT/MIX OUT/AUX OUT 1/AUX OUT 2
端子から出力される音声信号を割り付けます。

◆ 出力可能な組合せについては、II-47 ページをご覧ください。

V3 Left 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-L、MIX-L

V4 Right 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-R、MIX-R

SDI OUT 
AUX2 
Assign

SDI OUT の AUX 2 端子から出力されるエンベデッドオー
ディオに、PGM OUT/MIX OUT/AUX OUT 1/AUX OUT 2
端子から出力される音声信号を割り付けます。

◆ 出力可能な組合せについては、II-47 ページをご覧ください。

V3 Left 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-L、MIX-L

V4 Right 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-R、MIX-R

SDI OUT 
MULTI 
VIEWER 
Assign

SDI OUT の MULTI VIEWER 端子から出力されるエンベ
デッドオーディオに、PGM OUT/MIX OUT/AUX OUT 1/
AUX OUT 2 端子から出力される音声信号を割り付けます。

◆ 出力可能な組合せについては、II-47 ページをご覧ください。

V3 Left 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-L、MIX-L

V4 Right 割り付ける音声信号 None（なし）、AUX1、
AUX2、PGM-R、MIX-R

Audio 
Output 
Delay 1

PGM OUT 端子、MIX OUT 端子からの音声出力をフレーム
単位で遅らせることができます。出力されている映像が音声
よりも遅れている場合は、音声を遅らせることで映像に合わ
せることができます。

ご注意
遅延時間の調整によって、ノイズが発生することがあります。

V3 PGM PGM OUT 端子か
ら出力される音声の
遅延時間

0.00 ～ 7.50（1.00）

V4 MIX MIX OUT 端子から
出力される音声の遅
延時間

0.00 ～ 7.50（1.00）

Audio 
Output 
Delay 2

AUX OUT 1、2 端子からの音声出力をフレーム単位で遅らせ
ることができます。出力されている映像が音声よりも遅れて
いる場合は、音声を遅らせることで映像に合わせることがで
きます。

ご注意
遅延時間の調整によって、ノイズが発生することがあります。

V3 AUX1 AUX OUT 1 端子か
ら出力される音声の
遅延時間

0.00 ～ 7.50（1.00）

V4 AUX2 AUX2 AUX OUT 2
端子から出力される
音声の遅延時間

0.00 ～ 7.50（1.00）

Output Level 出力先ごとに出力される音声のレベルを調整します。

メモ
SDI OUT PGM 端子から出力される音声の出力レベルは、
オーディオ操作部のプログラムフェーダーで調整します。

V2 MIX MIX OUT 端子から
出力レベル

－∞～＋ 10 dB（0 dB）

V3 AUX1 AUX OUT 1 端子か
ら出力レベル

－∞～＋ 10 dB（0 dB）

V4 AUX2 AUX OUT 2 端子か
ら出力レベル

－∞～＋ 10 dB（0 dB）

Oscillator 調整用に使うオシレーター信号を出力するための設定を行い
ます。

メモ
［Term］でオシレーター信号の出力先が設定されている状態
で、［Freq］を「Off」以外に選択すると、DIM ボタンが点灯
し、ヘッドホンやモニター出力のレベルが自動的に下がりま
す。

V2 Freq オシレーター信号の
周波数

Off、100 Hz、440 Hz、
1 kHz、10 kHz

V3 Level オシレーター信号の
出力レベル

－∞～ 0 dB（－ 20 dB）

V4 Term オシレーター信号の
出力先

None（なし）、PGM、
MIX、AUX1、AUX2、
All（すべての出力先）

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲
オーディオのセットアップ（Audio）
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ビデオ入力のセットアップ（Video（Input））

［Setup］メニュー＞ ［Video（Input）］メニューの各項目で、ビデオ入力に関する設定を行います。

DVI 入力信号について
• 入力する DVI 信号の解像度は、本機の信号フォーマットの設定（II-46 ページ）に応じて以下のいずれかに設定してください。

そのほかの解像度では正常な画像が得られない場合があります。

DVI 入力信号をデジタルに設定している場合、1920 × 1080 以外の解像度の信号でも受けられることはありますが、動作は
保証いたしません。

• DVI 入力信号は、映像のアスペクト比を保ったまま本機の信号フォーマットの画枠に収まるように、映像サイズが調整され
ます。

［Video（Input）］メニューの詳細

信号 解像度 1080i/59.94、
1080i/50

720p/59.94、720p/50、
480i/59.94、576i/50

アナログ XGA（60 Hz） 1024 × 768 ○ ○

WXGA（60 Hz） 1280 × 768 ○ ○

SXGA（60 Hz） 1280 × 1024 ○ ○

デジタル HDTV（50 Hz） 1920 × 1080 ○ －

HDTV（60 Hz） 1920 × 1080 ○ －

メモ

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲

SDI1
：

SDI4

SDI IN 1 ～ 4 端子に入力する SDI 信号を設定します。 V3 FS フレームシンクロナ
イザー

Off、On

V4 Name 入力ソース名 IN1 ～ IN8、CAM1 ～ 8、
VTR1 ～ 8、PC1 ～ 8、
SDI1～ 4、DVI、HDMI1
～ 3、VIDEO1 ～ 3

DVI DVI-I IN 端子に入力する信号のフォーマットと入力ソース
名を設定します。信号のフォーマットを変更したときは、
V3 つまみを押して、確定操作をしてください。
･ 入力する DVI 信号については、「DVI 入力信号について」 
（II-49 ページ）をご覧ください。

･ DVI-I 入力映像信号のフォーマットについては、「DVI-I 端
子に入力する信号のフォーマットを設定する」（c 基本操
作編）もあわせてご覧ください。

V3 Format DVI-I 入力映像信号
のフォーマット

XGA、SXGA、WXGA、
HDTV50、HDTV60

V4 Name 入力ソース名 IN1 ～ IN8、CAM1 ～ 8、
VTR1 ～ 8、PC1 ～ 8、
SDI1 ～ 4、DVI、HDMI1
～ 3、VIDEO1 ～ 3

HDMI1
：

HDMI3

HDMI IN 1 ～ 3 端子から入力する HDMI 入力信号の入力
ソース名を設定します。

V4 Name 入力ソース名 IN1 ～ IN8、CAM1 ～ 8、
VTR1 ～ 8、PC1 ～ 8、
SDI1 ～ 4、DVI、HDMI1

～ 3、VIDEO1 ～ 3

VIDEO1
：

VIDEO3

VIDEO IN 1 ～ 3 端子から入力するビデオ入力信号のペデス
タルレベルと入力ソース名を設定します。
ペデスタルレベルを変更したときは、V3 つまみを押して、
確定操作を行ってください。

V3 Setup ペデスタルレベル 0IRE、7.5IRE

V4 Name 入力ソース名 IN1 ～ IN8、CAM1 ～ 8、
VTR1 ～ 8、PC1 ～ 8、
SDI1 ～ 4、DVI、
HDMI1 ～ 3、VIDEO1～
3

ビデオ入力のセットアップ（Video（Input）） II-49
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II-50
ビデオ入力信号をクロス
ポイントボタンに割り当
てる（Video（XPT））

［Setup］メニュー＞ ［Video（XPT）］メニューの各項目
で、クロスポイントボタン（PGM ボタン、PST/KEY ボタ
ン）に映像信号を割り付けます。

◆ 設定方法は、「ビデオ信号をクロスポイントボタンに割り当て
る」（c 基本操作編）をご覧ください。

3D モード時は、このメニューは表示されません。

Shift ボタン機能を使う
クロスポイントボタン 8/SHIFT を Shift ボタンとして使用
することで、14 の素材をクロスポイントボタン 1 ～ 7 と、
クロスポイントボタン 1 ～ 7 ＋ Shift ボタン（クロスポイン
トボタン 8/SHIFT）に割り当てることができます。

設定メニュー：［XPT Shift Mode］（II-50 ページ）

クロスポイントボタンには、Shift ボタン機能のオン／オフ
に応じて、以下のように番号が割り振られます。

Shift ボタン機能：オフ（ノンシフトモード）

Shift ボタン機能：オン（シフトモード）

工場出荷時では、以下のように割り当てられています。

［Video（XPT）］メニューの詳細

メモ

PGM/PST
クロスポイントボタン

初期値

1 ～ 4 SDI IN 1 ～ 4（SDI1 ～ SDI4）

5 DVI-I（DVI）

6 ～ 8 HD モードのとき：
HDMI IN 1 ～ 3（H/V1 ～ H/V3）

SD モードのとき：
VIDEO IN 1 ～ 3（H/V1 ～ H/V3）

9 カラーバックグラウンド（ColBg）

10 フレームメモリー（FM）

11 プログラム出力（PGM）

12 ～ 14 ブラック信号（Black）

1 2 3 4 5 6 7 8

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14 Shift

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲

XPT Assign 
1

：
XPT Assign 
14

映像入力端子から入力される映像信号や内部発生信号を、ク
ロスポイントボタン 1 ～ 14（PGM ボタン、PST/KEY ボタ
ン）に割り当てます。

V4 Source 映像信号 Black、SDI1 ～ 4、
DVI、H/V1 ～ 3、
ColBg、FM、PGM

XPT Shift 
Mode

クロスポイントボタン 8 を Shift ボタンとして使用するかどう
かを切り換えます。
Hold：Shift ボタンとして動作し、ボタンを押している間、シ

フト側のクロスポイントが有効になります。
Lock：Shift ボタンとして動作し、ボタンを押すたびにシフト

側とノンシフト側の割り付けが切り換わります。
Off：クロスポイントボタン 8 として動作します。

V4 Mode シフト／ノンシフト
の切り換え

Off、Hold、Lock
ビデオ入力信号をクロスポイントボタンに割り当てる（Video（XPT））
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ビデオ出力のセットアップ（Video（Output））

［Setup］メニュー＞ ［Video（Output）］メニューの各項目で、各映像出力端子に割り付けるビデオ出力信号を設定します。

3D モード時は、このメニューは表示されません。

［Video（Output）］メニューの詳細

メモ

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲

SDI OUT 
PGM Assign

SDI OUT PGM 端子に割り付ける信号を選択します。

設定値について
PGM：プログラム
PVW：プレビュー
Aux1PG：Aux1 プログラム
Aux1PV：Aux1 プレビュー
Aux2PG：Aux2 プログラム
Aux2PV：Aux2 プレビュー
MV：マルチビューアー

V4 Output 出力映像信号 PGM、PVW、
Aux1PG、Aux1PV、 
Aux2PG、 Aux2PV、
MV

SDI OUT 
AUX1 
Assign

SDI OUT AUX 1 端子に割り付ける信号を選択します。 V4 Output 出力映像信号 PGM、PVW、
Aux1PG、Aux1PV、 
Aux2PG、 Aux2PV、
MV

SDI OUT 
AUX2 
Assign

SDI OUT AUX 2 端子に割り付ける信号を選択します。 V4 Output 出力映像信号 PGM、PVW、
Aux1PG、Aux1PV、 
Aux2PG、 Aux2PV、
MV

SDI OUT 
MULTI 
VIEWER 
Assign

SDI OUT MULTI VIEWER 端子に割り付ける信号を選択しま
す。

V4 Output 出力映像信号 PGM、PVW、
Aux1PG、Aux1PV、 
Aux2PG、 Aux2PV、
MV

DVI OUT 
AUX Assign

HD モード時は DVI-D OUT 端子に、SD モード時は VIDEO 
OUT AUX 端子に割り付ける信号を選択します。

V4 Output 出力映像信号 PGM、PVW、
Aux1PG、Aux1PV、 
Aux2PG、 Aux2PV、
MV

DVI OUT 
MULTI 
VIEWER 
Assign

DVI-D OUT MULTI VIEWER 端子に割り付ける信号を選択
します。

V4 Output 出力映像信号 PGM、PVW、
Aux1PG、Aux1PV、 
Aux2PG、 Aux2PV、
MV

VIDEO VIDEO OUT AUX 端子から出力するビデオ出力信号のペデス
タルレベルを設定します。
ペデスタルレベルを変更したときは、V4 つまみを押して、確
定操作を行ってください。

V4 Setup VIDEO OUT AUX
端子のペデスタルレ
ベルの設定

0IRE、7.5IRE
ビデオ出力のセットアップ（Video（Output）） II-51
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II-52

（

（

（

ビデオに関するそのほかのセットアップ（Video
Misc））

［Setup］メニュー＞ ［Video（Misc）］メニューの各項目で、ビデオに関するそのほかのセットアップを行います。

［Video（Misc）］メニューの詳細

各種情報を表示する
Information）

［Setup］メニュー＞ ［Information］の各項目で、アプリ
ケーションソフトウェアやファームウェアの各種情報を確
認できます。

アプリケーションソフト
ウェアやファームウェア
をインストールする
Install）

本機にアプリケーションソフトウェアやファームウェアを
インストールするときは、［Setup］メニュー＞ ［Install］
から行います。

インストールするアプリケーションソフトウェアやファー
ムウェアは個別に選択できません。一括でインストールさ
れます。

1 インストールするソフトウェアを USB メモリーにコ
ピーし、本機の USB 端子に挿入する。

インストールするソフトウェアは、以下のフォルダに
コピーしてください。
フォルダー名：\Sony\MCS\INSTALL

2 ［Setup］メニュー＞ ［Install］メニューを表示し、V4
つまみを押してインストールを実行する。

インストールが完了すると、再起動を促すメッセージ
が表示されるので、エラーが発生していないこと（「E」
の表示がないこと）を確認します。

インストール完了時のメッセージについては、「メッ
セージ一覧」 （II-53 ページ）をご覧ください。

3 V3 つまみ（OK）を押した後、本機の電源を入れなお
す。

4 ［Setup］メニューの［Information］の各項目で、アプ
リケーションソフトやファームウェアのバージョンを
確認する。

ソフトウェアのバージョンアップが正常に完了する前に電
源を切ると、正常に起動しなくなります。この場合は、ソ
ニーサービス窓口にお問い合わせください。

メニュー項目 説明 つまみ パラメーター 意味 設定範囲

Switch 
Timing

映像を切り換えるタイミングを設定します。

メモ
信号フォーマットの設定が 720p の場合は、この選択は無効で
す。

V4 Timing 切り換えのタイミン
グ

Any（処理可能な最も
早いフィールド）、
Field1（第 1 フィール
ド）、Field2（第 2
フィールド）

Fade To 
Black

トランジション操作部の FTB ボタンを有効にするかどうかを
設定します。

V4 Button FTB ボタンの有効
／無効

Enbl（有効）、Disbl 無
効）

メモ

メモ

メモ

ご注意
ビデオに関するそのほかのセットアップ（Video（Misc）） / 各種情報を表示する（Information） / アプリケーションソフトウェアやファームウェアをインストールする（Install）
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メッセージ一覧

本機の動作中になんらかの問題が発生すると、以下のよう
にメッセージが表示されます。ソニーサービス窓口にお問
い合わせいただく前に、以下の一覧をご覧になり、対処方
法を確認してください。それでも解決しないときは、表示
されているメッセージ番号を控え、ソニーサービス窓口に
ご相談ください。

メッセージ例）

メッセージタイプには、以下の種類があります。
（エラー）：操作を継続できない、正常動作しないなど
の重度の警告

（警告）：処理を継続すると問題がある場合の警告
（情報）：お知らせ

エラー（Error）

0001

Rate

30
SS Mon

PGM

File 4203

Selec t

USB memory is not recognized.
Confirm the USB memory.

Enter

メッセージタイプ

メッセージ ID

メッセージ

ID メッセージ（英語） 対訳 対処方法

4001 An internal fan is stopped.
Please turn off the system 
immediately.

ファンが停止しました。
すぐに電源を切ってください。

ファンが停止していますので、直ちに電源を
切って、ソニーサービス窓口に連絡してくださ
い。

4002 The temperature in the system is 
rising. 
Please turn off the system 
immediately.

システム内の温度が上昇しています。
すぐに電源を切ってください。

システム内の温度が上昇していますので、直ち
に電源を切って、ソニーサービス窓口に連絡す
る。

4003 Unable to start.
Please restart.

起動できません。
再起動してください。

電源を入れなおしても起動できない場合は、ソ
ニーサービス窓口に連絡してください。

4004 Unable to start.
Please restart.

起動できません。
再起動してください。

4005 Unable to start.
Please restart.

起動できません。
再起動してください。

4201 Loading configuration file error. 構成データファイルのロードに失敗しました。 MCS-8M 以外の構成ファイルが選択されている
か、構成ファイルが壊れている可能性がありま
す。
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4202 Saving configuration file error.
Please retry.

構成データファイルの保存に失敗しました。
再実行してください。

構成ファイルの保存ができません。USB メモ
リーの故障または動作確認済みでない可能性が
あります。

4203 USB memory is not recognized.
Confirm the USB memory.

USB メモリーを認識できません。
USB メモリーを確認してください。

対象の USB メモリーが動作確認済みか確認して
ください。
動作確認済みの USB メモリーを使用している場
合、USB メモリーが壊れている可能性がありま
す。

4204 Formatting USB memory error.
Please retry.

USB メモリーのフォーマットに失敗しました。
再実行してください。

4205 Reading folder/file error.
Confirm the folder/file.

フォルダーまたはファイルの読み込みに失敗し
ました。
フォルダーまたはファイルを確認してください。

4206 Making folder/file error.
Please retry.

フォルダーまたはファイルの作成に失敗しまし
た。
再実行してください。

4207 Importing error.Please retry. インポートに失敗しました。
再実行してください。

4208 Exporting error.Please retry. エクスポートに失敗しました。
再実行してください。

4209 More than 99 files exist in the folder. フォルダー内のファイル数が 99 を超えていま
す。

コンピューターなどで、フォルダー内のファイ
ル数が 99 以下になるように削除してください。

4210 No file in the folder.
Confirm the folder.

フォルダー内にファイルがありません。
フォルダーを確認してください。

インポート元の USB メモリーのフォルダーに
ファイルがありません。USB メモリーのフォル
ダーを確認してください。

◆ フォルダーの構成については、「USB メモリーを
フォーマットする」 （II-38 ページ）をご覧ください。

4211 No data to export.
Confirm the source.

エクスポートするデータがありません。
ソースを確認してください。

本機に指定されたエクスポート対象のデータが
ありません。フレームメモリーやスナップ
ショットなどのエクスポート対象のデータが作
成されていることを確認してください。

4212 Importing error.
Unsupported format.

インポートに失敗しました。
非対応のフォーマットです。

インポート可能な TGA、TIFF、BMP ファイル
の条件を確認してください。（II-34 ページ参照）

4213 Folder/File name error.
The name can use only an 
alphanumeric character.

フォルダー名またはファイル名が読めません。
フォルダー名またはファイル名は英数字を使っ
てください。

フォルダー名またはファイル名が半角英数字に
なっていることを確認してください。

ID メッセージ（英語） 対訳 対処方法

ID メッセージ（英語） 対訳 対処方法

3001 No reference signal input.
Please confirm the reference cable 
properly configured.

リファレンス信号が入力されていません。
リファレンス信号の接続を確認してください。

入力リファレンス信号が、［BB］もしくは、
［Tri］に設定されているにもかかわらず、リ
ファレンス信号の入力がありません。

［System Reference］の設定を［INT］にする
か、適切なリファレンス信号を接続してくださ
い。（II-46 ページ参照）

3002 Reference signal unlocked. 
Please confirm the reference cable 
properly connected.

リファレンス信号が Unlock です。
リファレンス信号の接続を確認してください。

入力リファレンス信号の周波数がシステム
フォーマットの周波数と違っているか、ロック
がはずれています。入力リファレンス信号を確
認してください。

（「［System］メニューの詳細」 （II-46 ページ）参
照）
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3003 The signal format of HDMI IN 1 
differs from the system format.

HDMI IN 1 端子の入力信号フォーマットが異
なっています。
システムフォーマットに合わせてください。

HDMI IN 1 端子の入力信号フォーマットがシス
テムフォーマットと異なります。システム
フォーマットに合わせてください。

3004 The signal format of HDMI IN 2 
differs from the system format.

HDMI IN 2 端子の入力信号フォーマットが異
なっています。
システムフォーマットに合わせてください。

HDMI IN 2 端子の入力信号フォーマットがシス
テムフォーマットと異なります。システム
フォーマットに合わせてください。

3005 The signal format of HDMI IN 3 
differs from the system format.

HDMI IN 3 端子の入力信号フォーマットが異
なっています。
システムフォーマットに合わせてください。

HDMI IN 3 端子の入力信号フォーマットがシス
テムフォーマットと異なります。システム
フォーマットに合わせてください。

ID メッセージ（英語） 対訳 対処方法

ID メッセージ（英語） 対訳 対処方法

1101 The setting is changed. 
Perform "Startup Define", and then 
restart.

設定を変更しました。
“Startup Define”を実行後に再起動してくださ
い。

システムフォーマットや 3D モードを変更など、
本機の再起動が必要な時に表示されます。

［Startup Define］を実行した後、本機を再起動
してください。

1102 Finished. Please restart.
M: xx/B: xx/F: xx/R: xx/Font: xx
FPGA1: xx/2: xx/3: xx/4: xx

M: Main　
B: Boot　
F: Firmware　
R: Register　
Font: Font　

xx: 　　
･ "O" : OK
･ "E" : Error
･ " － " : Not installed

終了しました。再起動してください。
M: xx/B: xx/F: xx/R: xx/Font: xx
FPGA1: xx/2: xx/3: xx/4: xx

M: Main を示す
B: Boot を示す
F: Firmware を示す
R: Register を示す
Font: Font を示す

xx:
･“O”: OK
･“E”: Error
･“－”: インストール未実行

アプリケーションソフトウェアやファームウェ
アのインストールが終了すると、終了結果とし
て表示されます。

「E」（Error）の表示がある場合、再度インス
トールを行うか、ソニーサービス窓口に連絡し
てください。

1103 Import Finished. 
Please restart.

インポートが終了しました。
再起動してください。

構成ファイルのインポートが終了すると表示さ
れますので、本機を再起動してください。
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